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子
ど
も
の
ペ
ー
ジ

夏の犬山キャンペーン
8月中 犬山城や城下町で

（
2
ペ
ー
ジ
）

　

楽
し
い
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

君
た
ち
の
住
ん
で
い
る
犬
山
は
、

山
あ
り
、
川
あ
り
、
緑
あ
り
、
城
や

古
い
町
並
み
あ
り
と
、
東
海
地
方
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
然
に
恵
ま
れ

た
、
歴
史
遺
産
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
、

自
慢
で
き
る
故
郷
で
す
。

　
「
広
報
い
ぬ
や
ま
」
で
は
夏
休
み
が

来
る
と
、
社
会
見
学
や
勉
強
に
役
立

つ
、
犬
山
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
楽

田
に
あ
る
巨
大
な
青
塚
古
墳
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
（
案
内
）
施
設
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　

職
場
体
験
学
習
で
「
広
報
い
ぬ
や

ま
」
を
訪
れ
た
城
東
中
学
校
の
４
人

の
生
徒
が
青
塚
古
墳
を
訪
れ
、
大
塚

友
恵
学
芸
員
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

君
も
き
っ
と
「
我
々
犬
山
人
の
先

祖
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
の
か
」

と
感
激
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
休
み
の
一
日
、お
弁
当
を
持
っ
て
、

ぜ
ひ
古
墳
見
学
を
―
―
。

お
弁
当
持
っ
て
見
学
を

青
学
ぼ
う
！

墳 を古塚

大塚学芸員から説明を受ける城東中の生徒



　 7月 1日号に引き続いて、市
内の各地区で行われる 8月の夏
祭りを紹介します。多数の参加
をお待ちしています。
※�主催者の都合で内容が一部変
更になる場合があります。

8月の

●
犬
山
桃
太
郎

　
あ
ゆ
ま
つ
り

▼
と
き　

8
月
1
日
㊏
午
前
10
時

〜
午
後
3
時　

▼
と
こ
ろ　

桃
太

郎
公
園
栗
栖
園
地
内　

▼
内
容　

鮎
の
つ
か
み
取
り
、
栗
栖
の
野

菜
・
犬
山
の
桃
即
売
、
鬼
泣
か
せ

の
ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
金

魚
す
く
い
な
ど　

▼
問
合
せ
先　

桃
太
郎
発
展
会
（
☎
61
・
８
１
９

５
）●

第
19
回
羽
黒
の
夏
祭
り

▼
と
き　

8
月
1
日
㊏
・
2
日
㊐

午
後
4
時
30
分
〜
（
小
雨
決
行
）　

▼
と
こ
ろ　

す
る
す
み
ふ
れ
あ
い

広
場　

▼
内
容　

羽
黒
ね
ぷ
た
盆

踊
り
、吹
奏
楽
演
奏
、フ
ァ
イ
ア
ー

ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
演
奏
、
親
子
と

踊
ろ
う
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど　

▼
問
合
せ
先　

横
井
（
☎
67
・
2
4
3
1
）

●
第
19
回
楽
田
夏
ま
つ
り

▼
と
き　

8
月
1
日
㊏
午
後
3
時

〜
9
時
（
雨
天
は
8
月
2
日
㊐
）　

▼
と
こ
ろ　

エ
ナ
ジ
ー
サ
ポ
ー
ト

株
式
会
社
グ
ラ
ウ
ン
ド　

▼
内
容　

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
、
ミ
ニ
SL
、
盆
踊

り
、
花
火
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み
取

り
、
抽
選
会
な
ど　

▼
問
合
せ
先　

楽
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会　

森
岡
（
☎
080
・
155


2
・
１
２

３４

）

●
第
5
回
サ
マ
ー

　
フ
ェ
ス
タ
in
犬
山

▼
と
き　

8
月
1
日
㊏
・
2
日
㊐

午
後
6
時
30
分
〜
9
時
30
分　

▼

と
こ
ろ　

犬
山
駅
西
ロ
ー
タ
リ
ー　

▼
内
容　

盆
踊
り
、
鳴
子
踊
り
、

屋
台
な
ど　

▼
問
合
せ
先　

犬
山

ま
ち
づ
く
り
㈱
（
☎
65
・
０
０
０

２
）●

尾
張
冨
士
石
上
げ
祭

　

本
宮
山
（
2
9
3
㍍
）
と
の
背

比
べ
伝
説
が
あ
る
尾
張
冨
士
の
石

上
げ
祭
（
市
無
形
民
俗
文
化
財
）

が
8
月
2
日
㊐
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

家
族
連
れ
用
の
2
人
で
担
ぐ
献

石
も
あ
り
ま
す
。

　

夜
は
松
明
を
振
り
回
し
参
道
を

下
る
火
振
り
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

尾
張
冨
士
大
宮
浅

間
神
社
（
☎
67
・
00

3
7
）

●
善
師
野
地
区

　
盆
踊
り
大
会

▼
と
き　

8
月
8
日
㊏
（
雨
天
は

9
日
㊐
）
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

30
分　

▼
と
こ
ろ　

善
師
野
公
民

館
南
広
場　

▼
内
容　

盆
踊
り
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
子
供
太
鼓
な
ど　

▼
問
合
せ
先　

日
比
野
（
☎
62
・

7
6
11

）

●
塔
野
地
地
区

　
盆
踊
り
大
会

▼
と
き　

8
月
13
日
㊍
・
14
日
㊎

午
後
7
時
〜
9
時
30
分
（
最
終
日

は
9
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

塔

野
地
公
民
館
広
場
（
雨
天
時
公
民

館
2
階
）　

▼
内
容　

盆
踊
り
、

模
擬
店
、
抽
選
会
な
ど　

▼
問
合

せ
先　

沢
田（
☎
62
・
１
８
３６

）

●
今
井
地
区

　
盆
踊
り
大
会

▼
と
き　

8
月
14
日
㊎
午
後
6
時

30
分
〜
9
時　

▼
と
こ
ろ　

今
井

小
学
校
（
雨
天
時
体
育
館
）　

▼

内
容　

盆
踊
り
、
模
擬
店
な
ど　

▼
問
合
せ
先　

長
瀬
（
☎
61
・
７

０
７３

）

●
富
岡
地
区

　
盆
踊
り
大
会

▼
と
き　

8
月
13
日
㊍
・
14
日
㊎

午
後
6
時
30
分
〜　

▼
と
こ
ろ　

富
岡
北
公
園　

▼
内
容　

盆
踊

り
、
模
擬
店
、
抽
選
会
な
ど　

▼

問
合
せ
先　

小
川
（
☎
62
・
４
３

５
５
）

●
第
7
回
犬
山
西
地
区

　
盆
踊
り
大
会

▼
と
き　

8
月
22
日
㊏
午
後
4
時

〜
9
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
西
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
時
は
同

小
体
育
館
）　

▼
内
容　

盆
踊
り
、

屋
台
、
ク
ワ
ガ
タ
虫
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
150


人
）　

▼
問
合
せ

先　

犬
山
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会　

稲
垣
（
☎
０９０
・
４

８
６７

・
９
７２

１
）

※
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
持
ち
込
み
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
第
8
回
2
0
1
5

　
犬
山
城
下
町
お
ど
り

▼
と
き　

8
月
29
日
㊏
・
30
日
㊐

午
後
6
時
〜
9
時　

▼
と
こ
ろ　

本
町
通
り　

▼
内
容　

盆
踊
り
、

路
上
灯
り
ア
ー
ト
、
出
店　

▼
問

合
せ
先　

犬
山
ま
ち
づ
く
り
㈱

（
☎
65
・
000


2
）

　

名
鉄
楽
田
駅
の
す
ぐ
北
に
あ
る

県
道
を
西
へ
約
30
分
歩
く
と
、
左

手
に
一
面
が
黄
緑
色
に
覆
わ
れ
た

小
高
い
丘
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ

れ
が
我
々
の
先
祖
が
約
1
6
5
0

年
前
に
造
っ
た
「
青
塚
古
墳
」
で

す
。

　

犬
山
に
は
青
塚
古
墳
を
含
め
、

巨
大
古
墳
が
3
つ
も
残
っ
て
い
ま

す
。
あ
と
2
つ
は
、
成
田
山
大
聖

寺
が
中
腹
に
あ
る
白
山
平
山
頂
の

東
之
宮
古
墳
と
、
約
800


㍍
西

南
に
あ
る
妙
感
寺
古
墳
で
す
。

　

な
か
で
も
東
之
宮
古
墳
は
出
土

し
た
銅
鏡
（
三
角
縁
神
獣
鏡
）
が

3‌

D
プ
リ
ン
タ
ー
で
再
現
さ
れ
、

光
を
当
て
る
と
文
様
が
浮
か
び
出

る
こ
と
か
ら
「
魔
鏡
」
と
、
全
国

的
に
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

鏡
は
邪
馬
台
国
の
女
王
・
卑
弥
呼

の
使
者
が
中
国
の
魏
の
国
か
ら
持

ち
帰
っ
た
銅
鏡
100


枚
の
う
ち

の
一
つ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
こ
の
古
墳
の
主
は
魏

志
倭
人
伝
に
も
出
て
く
る
邪
馬
台

国
と
戦
っ
て
敗
れ
た
男
王
・
卑
弥

奴
呼
（
ひ
み
く
こ
）
で
は
な
い
か

と
い
う
説
や
、
3
つ
の
巨
大
な
古

墳
の
主
は
肉
親
同
士
の
一
族
で

は
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
日
本
に
は
文
字
が
な

く
、
し
た
が
っ
て
書
き
残
さ
れ
た

物
も
な
い
た
め
、
先
ほ
ど
の
説
か

ら
推
測
す
る
と
、
青
塚
古
墳
の
主

も
か
な
り
の
大
物
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
も
一
度
も
本
格
的
な
内

部
の
発
掘
調
査
も
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
古
墳
の
中
に
は

東
之
宮
古
墳
に
も
劣
ら
な
い
貴
重

な
遺
物
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

青
塚
古
墳
は
前
方
後
円
墳
と
い

わ
れ
、
四
角
い
部
分
が
前
方
部
、

丸
い
部
分
が
後
円
部
。
長
さ
が

1
2
3
㍍
、
最
大
幅
が
78
㍍
、
高

い
と
こ
ろ
で
12
㍍
も
あ
り
、
愛
知

県
下
で
名
古
屋
の
断
夫
山
古
墳
に

次
い
で
2
番
目
の
大
き
さ
で
す
。

　

大
塚
学
芸
員
に
案
内
さ
れ
、
古

墳
を
一
周
し
ま
し
た
。
当
時
は
周

囲
に
深
さ
が
約
1
・
5
㍍
の
濠ほ

り

が

巡
ら
さ
れ
、
今
も
土
橋
が
か
す
か

に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
周
囲
に
は

高
さ
が
60
〜
70
㌢
の
赤
い
壺
形
埴

輪
が
2
㍍
お
き
に
並
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

実
際
は
も
っ
と
多
い
ハ
ニ
ワ
で

お
お
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も

表
面
が
今
の
よ
う
に
草
も
生
え
て

お
ら
ず
、
葺
石
と
い
っ
て
石
が
ふ

か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
太
陽
光

が
反
射
し
て
古
墳
全
体
が
銀
色
に

光
り
、
そ
の
色
と
対
称
的
に
赤
い

ハ
ニ
ワ
が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
、

遠
く
か
ら
も
大
変
神
々
し
く
眺
め

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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4
年
の
小
牧
長
久
手
の

合
戦
で
、
豊
臣
秀
吉
の
陣
営
が
青

塚
古
墳
に
見
晴
ら
し
台
を
築
き
、

小
牧
山
に
陣
を
張
っ
た
徳
川
家
康

軍
と
対
峙
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の

際
、
後
円
部
の
墳
丘
斜
面
を
削
っ

て
崖
状
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
後
、
古
墳
の
東
側
に
あ
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
で
、
展
示
品
を

説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ

に
は
古
墳
を
保
存
す
る
た
め
の
最

小
限
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
時

の
出
土
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
4
種
類
の
ハ
ニ
ワ
は
、

破
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
復
元
さ

れ
て
お
り
、
い
か
に
た
く
さ
ん
の

ハ
ニ
ワ
が
こ
の
古
墳
を
飾
っ
て
い

た
か
が
分
か
り
ま
す
。
古
墳
に
つ

い
て
の
本
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
研

修
室
で
勉
強
も
で
き
ま
す
。

　

▼
問
合
せ
先　

青
塚
古
墳
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設（
☎
68
・
２２７２



）

本物のハニワ
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
展
示

宝
探
し
ゲ
ー
ム

納
涼
ス
イ
ー
ツ

　

第
5
回
夏
の
犬
山
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
8
月
1
日
〜
31
日
、
国
宝
犬

山
城
や
木
曽
川
堤
、
城
下
町
を
中

心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
主
な

行
催
事
は
次
の
通
り
。

○
犬
山
城
の
延
長
営
業

　

1
日
〜
16
日
、
午
後
6
時
ま
で

の
1
時
間
延
長
。
入
場
は
午
後
5

時
半
ま
で
。

○
城
下
町
宝
探
し
ゲ
ー
ム

　

期
間
中
。
謎
解
き
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
購
入
し
宝
箱
に
書
い
て
あ
る
暗

号
を
解
読
し
て
、
豪
華
賞
品
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。
犬
山
観
光
案
内

所
か
城
前
観
光
案
内
所
で
、

3
00

円
で
。

○
笑
の
演
舞

　

8
日
㊏
と
16
日
㊐
、
午
前
10
時

半
か
ら
30
分
間
。
城
前
広
場
。
鳴

子
踊
り
を
観
客
と
一
緒
に
。

○
納
涼
ス
イ
ー
ツ

　

期
間
中
。
11
店
で
自
慢
の
カ
キ

氷
や
ソ
フ
ト
、ス
ム
ー
ジ
ー
、シ
ェ

イ
ク
な
ど
が
味
わ
え
る
。
浴
衣
の

客
に
は
値
引
き
な
ど
特
典
も
。

○
城
下
町
浴
衣
び
よ
り

　

15
〜
31
日
、
浴
衣
姿
で
城
下
町

を
散
策
の
方
に
犬
山
城
と
有
楽
苑

の
招
待
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▼
問
合
せ
先　

犬
山
観
光
案
内
所

（
☎
61
・
6
000


）
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こんにちは 犬山国際交流協会です！
犬山国際交流協会は平成 ７年創立以来、様々な国際交流事業を
担ってきました。そこで当協会の活動をお一人でも多く皆様に
知っていただくために、活動内容を定期的に紹介しています！

　犬山国際交流協会は、本年創立20周年を迎えます。これまで多方面に亘りご支援を戴きました皆様に、心より
御礼申し上げます。
　民族や国籍を超えた人と人との交流に確固たる定義はなく、すぐに結果が見えるものではありません。また、
具体的な数値で示されるものでもありません。変わりゆく地域社会で、真の国際交流とは何かを模索しながら活
動を続けて参りました。
　多様性の受容や他者との共存は、一人ひとりの心の持ちようで成り立つものではないでしょうか。日々の暮ら
しの中で隣家の人とお付き合いするように、いつでも誰とでも自ずと生じる交流こそが本来あるべき姿だと考え
ます。
　そんなおおらかな心を持つ国際人が育ってくれるように、近年は、市内中学生数名をドイツ連邦共和国（ザン
クト・ゴアルスハウゼン市、ハレ市）へ派遣しています。一週間程のホームスティと現地中学校での交流を体験
してきた彼らの成長には、目をみはるものがあります。犬山市にとっても、当協会にとっても、将来が楽しみな
存在です。
　実情に即する事業が必要であることは勿論ですが、と同時に未来へ希望を託し、次世代へ繋げていく事業にも
ご理解を戴き、今後益々のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　 5月16日（土）の通常総会、交流会に引き続き、日本文学研究者東京大学大
学院教授ロバート　キャンベル氏の講演会を開催しました。
　講演会は同氏が日本語の中で生きる経験から感じたこと、学んだことについ
て、同氏の研究分野である江戸時代の広瀬淡窓の言葉を紹介しながら、人と人
との交流の在り方についてお話し頂きました。
　同氏の講演内容について、多くの聴講者から興味深い内容だったとの感想を
頂きました。

　去る 5月16日（土）国際観光センター（フロイ
デ）多目的研修室において、通常総会が開催され
ました。総会には、約60名の会員が集まり、山田
市長、三浦市議会副議長から祝辞のあと、26年度
の事業や決算報告、27年度の事業計画や予算等を
審議し、承認されました。
　総会終了後には、昨年度の青少年海外派遣事業
としてドイツに派遣された高校生（派遣時は中学
生）の体験談の発表が行われました。発表者の堂々
とした発表に会場でも感心する声が多く上がって
いました。また、その後には会員の懇親を深める
ための交流会（写真）を開催し、皆さんでペルー
料理等を楽しまれました。

  犬山国際交流協会　会員募集中  
犬山国際交流協会は、皆様の会費・賛助金と市の補助金で運営しています。当協会の活動に賛同され会員に
なっていただける方を募集しています。（個人会員　2000円　家族会員　4000円　賛助会員　5000円）
詳しくは犬山国際交流協会事務局までお問い合わせ下さい。
【犬山国際交流協会事務局】犬山市松本町4－21　国際観光センター1階　TEL　0568－61－1000

分野 № 講      座     名 講   座  内  容 講座の対象者 担当課

市
　
　
　
　
政

1 君が「まち」のデザイナー〜自分が
住みたい「まち」を考えよう〜

「こういうまちに暮らしたい」ということをみんなで楽しく話
し合ってみませんか?まちづくりをテーマにした講座です。 小学生・中学生 秘書企画課

2 確定申告を知って税金を考えよう！ ｢確定申告」とはどういうものなのか。確定申告をとおして国、
県、市の税金について分かりやすく説明します。 対象を特定しない 税務課

3 わん丸君と学ぶ！！わくわく納税講座 市民の暮らしと密接な税金について、市税の種類やその納税方
法(口座振替、コンビニ納付)など、分かりやすくご案内します。 成人 収納課

4 選挙出前講座 選挙はどんなふうに行われているのか。投開票の模擬実演等を
通して、選挙について楽しく説明します。 小学生・中学生 総務課

5 犬山市議会のあらまし
〜議会ってなにするところ？〜

議会ってなに? 議員ってどんな仕事をしているの? 市議会や
議員の役割について、分かりやすく説明します。 対象を特定しない 議事課

6 犬山市のお財布事情（財政状況）について 財政の仕組みや犬山市の財政状況について分かりやすく説明
します。 小学生・中学生 財政課

7 地方公共団体における監査の役割について 監査委員制度の概要と監査の重要性、年間を通して行なわれる
各種監査等についてお話しします。 成人 監査事務局

福
　
　
祉

8 日本赤十字社の活動やいざという
時に備え救急法などを知ろう！

日本赤十字社の活動内容についてのご紹介や、いざという時に備え
役立つ救急法や幼児安全法など実技を中心とした講習をします。 対象を特定しない 福祉課

9 介護保険制度について 介護サービスの種類や利用方法など、介護保険制度や介護保険
料について説明します。 対象を特定しない

長寿社会課
10 認知症サポーター養成講座 認知症になっても安心して暮らせる地域をつくるための「認知

症サポーター」養成講座です。 対象を特定しない

11 国民年金制度について 国民年金制度の概要について説明します。 対象を特定しない
保険年金課

12 医療保険制度について 医療保険制度について、国民健康保険・後期高齢者医療制度の
しくみや医療費助成の概要を説明します。 対象を特定しない

健
康 13 元気なうちから健康ライフ 健康づくりに役立つ情報が満載の講座です。自分に合った健康

法を見つけ、健康ライフをはじめましょう。
乳幼児（親子）、
成人、高齢者 健康推進課

教
　
　
　
育

14 初心者のための情報セキュリティ講座 パソコンやスマートフォンなどの利用者を対象に、インターネット
を利用する際の基本的なセキュリティ対策についてお話しします。 対象を特定しない 情報管理課

15 職業説明（消防職員） 学生対象の職業説明会や就職に関する講義を希望する方々を
対象に、「消防」という職業について説明します。 対象を特定しない 消防本部

16 子育て、応援します！ 市で実施している子育て応援事業を紹介します。 乳幼児（親子）
子ども未来課

17 子育て講座 子どものこと、子育てのこと、一緒にお話ししましょう。乳幼児
の子育てについての講座です。 乳幼児（親子）

18 おいしい学校給食
学校給食を食べながら、学校給食の歴史や市の学校給食の方針
など、楽しくおいしく勉強します。注) 給食費をご負担いただ
きます。

対象を特定しない 学校教育課

19 生涯学習講座あ・ら・か・る・と 社会教育課で開催している生涯学習講座やイベントを紹介し、
対象者に合った講座選びのお手伝いをします。 対象を特定しない 社会教育課

20 お話の部屋 図書館職員による、図書館「お話の部屋」での読み聞かせを行い
ます。注)　実施場所は図書館となります。 乳幼児（親子） 社会教育課

（図書館）

21 文化財基礎講座 市内に点在する文化財を身近に感じてもらえるよう、文化財基
礎講座を開催します。 対象を特定しない 歴史まち

づくり課
観
光 22 犬山の観光について 犬山市内の観光施設の紹介や、観光客誘客のために取り組んで

いることなどをお話しします。 対象を特定しない 観光課

生
　
活
　
・
　
環
　
境

23 我が家の耐震対策講座 地震の恐ろしさを改めて知っていただくとともに、住宅の耐震
対策について紹介します。 小学生、成人 都市計画

建築課

24 土砂災害から身を守るために
土砂災害がどんな災害であるかを知っていただくとともに、砂防ダム
などの施設整備のほか、土砂災害防止法や土砂災害警戒情報などにつ
いて、土砂災害から身を守るために必要なポイントを説明します。

町内単位 建設課

25 小学校5.6年生〜中学生限定！！
〜土地の測量ってなんだろう！〜

土地家屋調査士の先生の話を交えながら、測量の歴史や、実際
に測量の道具を使う体験を通して、土地の測量について学ぶプ
ログラムです。

小学校5.6年生、
中学生 道路維持課

26 賢い消費者になろう！ 悪質商法や契約のトラブルなどの事例を紹介し、被害を未然に
防ぐお手伝いをします。 高齢者 商工企業

振興課

27 ごみの減量、分別についての出張出前講座 ごみの減量やリサイクルについての知識を深めてもらうため、ごみ、
資源物の分別方法や行政の取り組みについて紹介します。 対象を特定しない ごみ減量

推進課
28 環境紙芝居「川を汚したのはだあれ？」 紙芝居を使い、水質保全についてわかりやすくお話しします。 小学生 公園緑地課

29 災害から身を守るには 災害から身を守るために、我が家でできること、地域でできる
ことを紹介します。 対象を特定しない 防災安全課

30 楽しく学ぼう！下水道 下水道の役割やしくみについて、映像やクイズを通して紹介します。 小学生 下水道課

31 犬山市の水道について 犬山市の水道のあゆみやしくみ、安心な水ができるまでを知っ
ていただく講座です。 小学生 水道課

32 ため池、用水路の役割 ため池、用水路を題材に、水を供給するための施設やしくみに
ついてお話しします。 小学生 農林治水課

33 人権啓発講座 人権について、ビデオ上映や資料を使って説明します。 対象を特定しない 市民課

34 知ろう！わかろう！地域に暮らす　
あなたのまわりの外国人

多文化共生推進員による母国ブラジルを紹介する講座です。多
文化共生社会についていっしょに考えてみませんか? 対象を特定しない 地域活動

推進課

35 いいとこだちゃ　立山町 富山県立山町派遣職員が、立山町の情報やグルメ、特産品、観光
について紹介します。 対象を特定しない 社会教育課

※　担当業務の都合により、日時などのご希望にそえない場合がありますのでご了承ください。
※　会場は受講者側でご用意いただきます。

犬山市職員による「生涯学習まちづくり出前講座」です！
　知りたいことや体験したいことを下記の講座メニューから選んでください。市職員が地域に講座をお届けします。
　町内会、子ども会、老人クラブ等、10名以上の団体でお申込みいただけます。開催希望日の3週間前までに、市社
会教育課　TEL 44－0352へご連絡ください。ただし、講座は平日の午前10時〜午後5時までの間で、1講座2時間以内、
開催場所は市内に限らせていただきます。

犬山国際交流協会は本年創立20周年を迎えました
～ご挨拶　会長 髙木　幸代～

犬山国際交流協会創立20周年記念講演会
「日本語が、いつまで外国語と言えるのか？」　　　講師：ロバート・キャンベル氏

平成27年度通常総会が開催されました

45 広報いぬやま　H27・8・1号 広報いぬやま　H27・8・1号
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挙

管
理
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員
補
充
員
に
そ
れ

ぞ
れ
次
の
4
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
4
年
間
で
す
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選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
が

公
正
・
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

選
挙
に
関
す
る
事
務
を
管
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す
る
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関
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置
さ
れ
、
議
会
で

選
挙
さ
れ
た
4
人
の
委
員
に
よ
り

構
成
さ
れ
ま
す
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
敬
称

略
）

　

大
久
保
正
昭
、
岡
田
和
明
、
松

本
寛
、
小
島
由
香
里

※
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
委
員
長

に
大
久
保
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

（
敬
称
略
）

　

河
村
直
子
、
稲
垣
義
勝
、
水
野

和
夫
、
奥
村
京
子
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固
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れ

ま
し
た
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で
す
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産
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に
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さ
れ
た
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関
す
る
不
服
の
審

査
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す
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講
演
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い
う
と
な
ん
だ
か
難
し

く
っ
て
・
・
・
と
思
っ
て
い
る
人
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
帰
り

の
車
の
中
で
な
ん
と
な
く
心
が
フ

平成27年度
子育て支援センター、
ファミリー・サポート・センター

合同講演会

子ども大学
オープンキャンパス・
夏休みワールドキャンプ

　「心のティーブレイク
〜大丈夫ですよ♡

あなたの子育て〜」　

「僕たちの多文化体験
　〜つながれ！

みんな同じ世界の仲間〜」

ワ
ッ
と
軽
く
な
り
ま
す
。

　

目
黒
先
生
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穏
や
か
な
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話
に

心
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さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
中
の
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母
、

子
育
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学
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た
い
人
、

ま
た
、
地
域
で
子
育
て
の
支
援
を

し
て
い
る
人
も
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

子
育
て
支
援
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ン
タ
ー
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
輪
が

広
ま
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
27
日
㊍
10
時
〜
11

時
30
分　

午
前
9
時
45
分
受
付　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
交
流

ホ
ー
ル　

▼
講
師　

同
朋
大
学
教

授　

目
黒
達
哉　

▼
参
加
料　

無

料　

▼
託
児　

定
員
、
年
齢
の
制

限
あ
り
（
年
齢
の
低
い
お
子
さ
ん

や
、
保
護
者
の
近
く
が
良
い
お
子

さ
ん
は
交
流
ホ
ー
ル
で
一
緒
に
お

聞
き
く
だ
さ
い
）　

▼
申
込
み　

8
月
3
日
㊊
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・

3
818


）
へ ▼対象　「うつ病」で治療中の人の家族

※�犬山市・江南市・岩倉市・大口町・扶桑町在住の人、 2回とも参加
可能の人を優先します。

▼参加料　無料
▼定員　先着定員25人
▼�申込み　 8 月 3 日㊊〜24日㊊までに江南保健所健康支援課こころの
健康推進グループ（☎0587・56・2157）へ

　「うつ病」で治療中の人の家族が、「うつ病」についての理解を深め、
本人をどう支えていくかを学ぶために開催します。皆さんの参加をお
待ちしています。

▼とき・内容・ところ
回 と　き 内　容 ところ

1回 8月31日㊊
午後 2時〜 4時

「うつ病の治療について」
講師　（医）桜桂会 犬山病院
精神科医師　井上眞人氏

（イノウエ マサト） 江南保健所
3階

大会議室
2回 9月 8日㊋

午後 2時〜 4時

「家族の接し方について」
講師　（医）桜桂会 犬山病院
ソーシャルワーカー　舘未輝子氏

（タチ ミキコ）

うつ病家族教室

■�

図
書
館
ビ
デ
オ

　
上
映
会

　

開
館
25
周
年
の
夏
休
み
特
別
企

画
と
し
て
ビ
デ
オ
上
映
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　

8
月
2
日
㊐
・
9
日

㊐
・
16
日
㊐
・
23
日
㊐
・
30
日

㊐
・
9
月
6
日
㊐
各
日
、
午
後
2

時
よ
り
上
映　

▼
と
こ
ろ　

市
立

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室　

▼
上
映

作
品　

あ
ら
し
の
よ
る
に
④
〜
⑨

上
映
時
間
50
〜
75
分
（
各
日
、
1

作
品
ず
つ
上
映
）　

▼
定
員　

当

日
先
着
50
人　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

市
立
図
書
館
（
☎

62
・
6
3
00

）
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若
年
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大
学
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短
大
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ど
の

学
生
を
含
む
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、
働
く

た
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立
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就
職
フ
ェ
ア
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犬
山
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開
催
し
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す
。
就
職
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関
す
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個
人
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談
、

職
業
適
正
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断
や
就
職
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援
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
に
よ
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求
職
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動
中
の

皆
さ
ん
の
職
業
生
活
設
計
や
キ
ャ

リ
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形
成
を
支
援
し
ま
す
。
3
市

2
町
（
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉

市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）
の
企
業

に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
も
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■�

若
者
の
就
労
無
料
相
談

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
27
日
㊍
午
後
1
時

〜
5
時
（
1
人
35
分
ま
で
）　

▼

と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山
プ

レ
ハ
ブ
会
議
室　

▼
対
象　

無
業

の
状
態
に
あ
る
若
者
（
15
歳
〜
概

ね
40
歳
）、
子
ど
も
の
就
職
に
悩

▼
と
き　

9
月
8
日
㊋
午
前
11
時

〜
午
後
4
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山

国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ　

▼
対
象　

大
学
・
短
大
な
ど
の
学

生
を
含
む
、
45
歳
未
満
の
若
年
者

求
職
者
お
よ
び
そ
の
家
族

▼
参
加
料　

無
料

【
合
同
企
業
説
明
会
】

▼
時
間　

午
後
1
時
〜
4
時　

▼
場
所　

4
階
フ
ロ
イ
デ
ホ
ー
ル

（
服
装
自
由
、
事
前
申
込
み
は
不

要
）

【
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
】

▼
時
間　

①
午
前
11
時
〜
正
午
、

②
正
午
〜
12
時
30
分　

▼
場
所　

3
階
会
議
室
1　

▼
テ
ー
マ　

①

「
面
接
の
受
け
方
に
つ
い
て
」　

②「
合
同
企
業
説
明
会
の
歩
き
方
」　

▼
定
員　

先
着
40
人　

【
職
業
適
性
診
断
】

▼
時
間　

午
後
1
時
〜
4
時　

▼
場
所　

4
階
フ
ロ
イ
デ
ホ
ー
ル

※
事
前
申
込
み
は
不
要

【
就
職
に
関
す
る
個
人
相
談
】

▼
時
間　

午
後
1
時
〜
4
時　

▼
場
所　

3
階
会
議
室
1

▼
定
員　

9
人
（
1
人
あ
た
り
約

50
分
程
度
）

▼
申
込
み　

8
月
5
日
㊌
か
ら
商

工
企
業
振
興
課
（
☎
44
・
０
３
４

０
）
へ

■�

し
み
ん
て
い
広
房

「
お
話
を
聞
い
て
　
す
い
と
ん
を

食
べ
よ
う
」

▼
と
き　

8
月
15
日
㊏
午
後
2
時

〜
5
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
し
み

ん
て
い
和
室　

▼
内
容　

す
い
と

ん
作
り
、
平
和
の
童
話
や
絵
本
、

す
い
と
ん
を
食
べ
な
が
ら
学
ぶ
、

お
琴
の
体
験
な
ど　

▼
参
加
料　

2
00

円　

▼
問
合
せ
先　

川

島
、
齋
藤
（
☎
61
・
7
7
10
　

F
A
X
61
・
8108



、E
メ
ー
ル

center@
inuyam

a-shim
intei.

com

）

相
　談

み
が
あ
る
保
護
者　

▼
定
員　

5

人　

▼
費
用　

無
料　

▼
申
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
い
ち
の
み
や

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
058


6
・
64
・
6
3
4
9　

㊋
〜
㊏
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

へ
（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

■�

成
年
後
見
制
度

　
無
料
相
談
・
説
明
会

　
「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど

に
よ
り
、
判
断
能
力
の
不
十
分
な

方
に
対
し
て
、
家
庭
裁
判
所
が
定

め
た
代
理
人
が
、
財
産
管
理
や
施

設
入
所
、
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
締
結
や
解
除
な
ど
を
行

い
、
本
人
の
利
益
を
守
る
制
度
で

す
。

　

制
度
内
容
や
制
度
利
用
に
関
す

る
相
談
な
ど
、
お
困
り
の
人
の
個

別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
19
日
㊌
午
後
1
時

〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
市
福

祉
会
館
4
階
4
01

会
議
室　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申
込
み　

開
催
日
に
直
接
、
会
場
に
来
て
く

だ
さ
い
（
事
前
予
約
も
可
）　

▼
問
合
せ
先　
（
一
社
）
コ
ス
モ

ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
支
部
（
☎
67
・
8
1
1
5

ま
た
は
☎
62
・
850


2
）

　

夏
休
み
に
世
界
の
文
化
や
ク
ラ

フ
ト
、
音
楽
や
お
料
理
ま
で
、
丸

ご
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

そ
し
て
、
外
国
の
人
と
も
、
仲

良
く
な
り
ま
し
ょ
う
！！

▼
と
き　

8
月
8
日
㊏
・
9
日
㊐

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

▼
と
こ
ろ　

楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
全
館
・
野
外
）　

▼
対
象　

小
学
3
年
〜
中
学
3
年
生　

▼
参

加
料　

ひ
と
り
2
，
500


円

（
1
泊
4
食
、材
料
費
、保
険
代
等
）

※
コ
ン
サ
ー
ト
や
夕
食
交
流
会
に

は
、
保
護
者
・
兄
弟
、
地
域
の
人

の
参
加
歓
迎
。
参
加
料
ひ
と
り

6
00

円（
夕
食
費
）、幼
児
無
料
。

※
高
校
生
・
大
学
生
大
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み　

N
P
O
法
人
シ
ェ
イ

ク
ハ
ン
ズ　

松
本
（
☎
090
・
９
９

４
０
・
2
9
3
9　

E
メ
ー
ル

in
fo
＠
sh
a
k
e-h
a
n
d
s.jp

）、

犬
山
し
み
ん
て
い
の
会

（
F
A
X
61
・
8108



）
へ

岡田和明氏

小島由香里氏

大久保正昭氏

松本寛氏

髙木正章氏

催
　し
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講
　座

■�
県
障
害
者
委
託
訓
練

マ
ジ
オ
ネ
ッ
ト
春
日
井

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
習
得

コ
ー
ス

▼
と
き　

10
月
20
日
㊋
〜
11
月
9

日
㊊
（
毎
週
㊊
〜
㊎
の
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
4
時
30
分
）　

▼
と

こ
ろ　

マ
ジ
オ
ワ
ー
ク
ラ
イ
セ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
春
日
井
校　
（
春
日

井
市
明
知
町
）　

▼
内
容　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

修
了
証
を
取
得
す
る　

▼
対
象　

身
体
障
害
（
車
椅
子
、
視
覚
障
害

の
人
は
不
可
、
聴
覚
障
害
の
人
は

補
聴
器
で
聞
こ
え
る
人
）、
知
的

障
害
、
精
神
障
害
、
そ
の
他
障
害

の
人　

▼
定
員　

10
人
（
面
接
、

筆
記
試
験
で
選
考
）　

▼
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
写
真
代

2
，
500


円
必
要
）　

▼
申
込

み　

9
月
18
日
㊎
ま
で
に
公
共
職

業
安
定
所
へ
（
受
講
に
は
安
定
所

で
の
求
職
登
録
が
必
要
）　

▼
問

合
せ
先　

公
共
職
業
安
定
所
ま
た

は
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
05

3
3
・
93
・
２
５
０
５
）

南部公民館「夏の1DAY講座」参加者募集
▼参加料　 1 講座500円（当日集金）
▼申込み・問合せ先　南部公民館講座担当　☎68・0834（電話申込可、毎週月は休館）

注 1：エプロン、布巾、手拭き、筆記用具
注 2：対象者：小学生のお子さん（ 1人）と保護者（ 1人）
注 3：持ち物　無し
注 4：新聞紙 8 枚（ 1日分）、ゴム手袋、エプロン（汚れ防止）、ビニール風呂敷（大き目）、ビニール袋 （持ち帰り用）
注 5：ゴム手袋、はさみ、ビニール風呂敷（大き目）、ビニール袋 （持ち帰り用）
注 6：対象者：第 1回 ・第 2回の講座を両方とも受講できる人

講座名 とき・ところ 材料費
内　容

講師 定員�
（先着順）申込開始

持ち物

①
親子で作る夕ごはん！�
季節の野菜も使った
簡単料理

８ /２０㊍�
10:00～12:00�
料理実習室�
       ( 2 階)

1,000円�
（デザート含む）

夏野菜もたっぷり使って親子で
作る夕ごはん＆デザート 田中貴久枝�

 （公民館講座
　　　講師）

１２組 8 / ２ ㊐�
9 :00～

注 １ 注 ２

② 和紙ちぎり絵
８ /２０㊍�

10:00～12:00�
講義室 ( 2 階)

1,000円�

はがきに、和紙をちぎり、のり
で貼りながら夏野菜のなすびを
描きます。次にSMホールという
色紙より小さめのボードに、赤
い花のハイビスカスをちぎり絵
で描きます。

伊藤陽子�
（市民講師） １５人 8 / ２ ㊐�

9 :00～

注 ３

③
寄せ植え講座�
(第 １ 回) �
 魔法の鉢作り

８ /２２㊏�
9 :30～12:00�
講義室( 2 階)

1,000円

焼かずに新聞紙とセメントで、
自然岩の雰囲気を楽しむ鉢作り
です。 北原睦雄�

（犬山草友会）
各１５人 8 / ２ ㊐�

9 :00～
注 ４

④
寄せ植え講座�
(第 ２ 回) �
山野草の寄せ植え

８ /２９㊏�
9 :30～12:00�
講義室( 2 階)

1,000円
第 １回で作成した鉢に、山野草
を寄せ植えします。 富塚貢�

（犬山草友会）
注 ５ 注 ６

平成27年度　ファミリー・サポート・センター講習会（第2期）を開催

犬山里山学センターからのお知らせ
「犬山里山自然学校」里山工芸の教室（全４回）　受講生募集

　ファミリー・サポート・センターでは、地域の子育て支援の輪が広がり、安心し
て子育てができるように、子育ての手助けをして欲しい人（依頼会員）と子育ての
お手伝いをしたい人（援助会員）が会員となり、お互いに助けあいながら活動を行っ
ています。
　日頃の援助活動が安心・安全に行えるように講習会を行います。

と　　き 講　　座　　名

1 9 月20日㊐

午前10時
〜正午

土の工芸　「土人形①」
陶土で干支や動物などの小さな置物を作ります。

2 10月 4 日㊐ 草木の工芸　「染め」
花、実、草などの染料で絹糸を染めます。

3 11月 1 日㊐ 土の工芸　「土人形②」　土人形に色を付けます。

4 12月 6 日㊐ 木の工芸　「ウッドバーニング」
間伐材に専用焼ペンで模様を描きます。

▼時　間　午前10時〜11時30分
▼対　象　�ファミリー・サポート・センター新規登録者・既会員および子育てや子

育て支援に関心のある人
▼参加料　無料
▼持ち物　筆記用具
▼申込み　�8 月 3 日㊊から電話でファミリー・サポート・センター（☎63・3818　

子ども未来課内）へ
※託児は、ありません。同室内にあそびスペースを設定します。

▼定　員　小学生以上の親子20人（応募者多数の場合は抽選）
▼受講料　 1 人1,000円（ 4回分）
▼申込み　�8 月25日㊋までに往復はがきまたはEメールで申込者の氏名、住所、電話

番号、児童の学年を明記し、犬山里山学センターへ
〒484-0094　犬山市大字塔野地字大畔364- 2
（☎・FAX　65・2121　Eメール　inuyama@satoyama-gaku.jp）
※申込者全員に決定通知をお送りします。
※小学生のみ、大人のみの参加はできません。

とき 内　容 講　師 ところ

1回目 9月 3日㊍
1・ 2歳の育ちと関わり方
犬山市の子育て支援事業と
ファミリー・サポート・セ
ンターについて

子ども未来園園長
ファミリー・サ
ポート・センター
職員

市役所
201・202
会議室

2回目 9月10日㊍ 子どもの歯と口の健康 保健センター歯科
衛生士

保健セン
ター

3回目 9月17日㊍ 大切な人の命を
交通事故から守るために

犬山警察署
交通課職員

市役所
201・202
会議室

■�

「
親
子
で
行
こ
う
！
　

生
物
多
様
性
　
自
然

体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
」

の
参
加
者
募
集

　

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
小
中
学

生
の
子
と
親
等
保
護
者
を
対
象
に

自
然
体
験
・
観
察
型
の
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
13
日
㊐
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
30
分　

▼
集
合
（
解

散
）
場
所　

J‌

R
名
古
屋
駅
西
口　

▼
と
こ
ろ　

藤
前
干
潟
、
名
古
屋

港
水
族
館　

▼
内
容　

干
潟
で
の

生
き
物
や
野
鳥
の
観
察
、
水
族
館

の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー　

▼
参

加
料　

無
料（
昼
食
は
弁
当
持
参
）　

▼
対
象　

小
中
学
生
の
子
供
と
保

護
者　

▼
定
員　

40
人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
申
込
み　

8
月
31
日
㊊
（
必
着
）
ま
で
に
申

込
書
（
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す　

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.a

ich
i.

jp/

）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

郵
送
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で

県
尾
張
県
民
事
務
所
環
境
保
全
課

（
☎
052
・
９
６
１
・
7
2
5
4
）

へ
（
〒
4
6
0

−

851


2　

名

古
屋
市
中
区
三
の
丸
二
丁
目
6
番

1
号　

F
A
X
052
・
961
・
７
２
８

５　

メ
ー
ル　

ow
ari＠

pref.
aichi.lg.jp　

件
名
：「
自
然
体

験
バ
ス
ツ
ア
ー
」
と
し
て
く
だ
さ

い
）
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振
り
込
め

家
族
や

詐
欺
に

警
察
へ

ご
用
心

ま
ず
相
談

2015公開医療福祉講座
江南厚生病院では、地域住民の皆様向けに、医療や福祉に関する情報を提供していく目的で講座を開催し
ます。参加は自由ですので、気軽に来てください。
▼ところ　江南厚生病院　 2階講堂
▼時　間　午後 1時30分〜 2時30分

8 月31日㊊ こどもの風邪について考える こども医療センター長
副院長　　　　　西村直子

9月28日㊊ プラス10（テン）から始めよう！
いきいき健康生活

健康管理センター
保健師係長　　　江口智美

10月 9 日㊎ 健康管理はデータ管理から

臨床検査技術科
技師長　　　　　舟橋恵二
　　　　　　　　川崎達也
　　　　　　　　林克彦

11月12日㊍ 産婦人科領域の救急疾患 産婦人科　副院長� 樋口和宏

12月15日㊋ ①「ひかり」と「メガネ」について
②腰痛に対する運動療法

リハビリテーション技術科
①視能訓練士　　武藤康司
②理学療法士　　鈴木貴士

▼問合せ先　江南厚生病院「医療福祉相談室」野田・大池（☎0587・51・3333）

募
　集

生
　活

■�

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

　
教
室
後
期
受
講
生
募
集

▼
と
き　

9
月
6
日
㊐
〜
（
半
年

間
、
そ
の
後
の
受
講
可
）　

指
定

練
習
日
＝
毎
週
㊐
午
後
1
時
30
分

〜
3
時　

自
主
練
習
日
＝
日
曜
日

以
外
は
各
自
ア
プ
ロ
ー
チ
練
習
場　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
カ
ン
ツ
リ
ー
倶

楽
部
内
の
協
会
ア
プ
ロ
ー
チ
練
習

場
（
雨
天
の
日
曜
日
と
第
3
日
曜

日
は
カ
ン
ツ
リ
ー
の
練
習
場
を
利

用
し
ま
す
）
月
末
の
日
曜
日
は
、

ラ
ウ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す

■�
犬
山
新
成
人
の
集
い

　
2
0
1
6

◎
開
催
の
日
時
と
場
所
が
決
定
！

▼
と
き　

平
成

28
年
1
月
10
日

㊐
午
前
11
時
〜

午
後
2
時

（
受
付
午
前
10

時
か
ら
）
予
定

▼
と
こ
ろ　

名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル

▼
対
象　

平
成
7
年
4
月
2
日
〜

8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

◆
国
民
健
康
保
険
証
を
更
新

〜
新
保
険
証
は
8
月
下
旬
に
送
付
〜

　

国
保
加
入
世
帯
に
は
、
8
月
下

旬
に
新
し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留

郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
白
い
横
長

の
窓
あ
き
封
筒
を
開
封
す
る
と
、

中
に
保
険
証
が
貼
り
付
い
て
い
る

厚
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
証

を
切
取
線
よ
り
は
が
し
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
保
税
が

未
納
の
世
帯
に
は
、
市
役
所
で
保

険
証
や
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
者
に
は

案
内
文
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
届

い
た
文
書
を
持
っ
て
、
市
役
所
ま

で
来
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
全
て
の
加
入

世
帯
に
交
付
し
ま
す
が
、
郵
便
局

に
転
送
届
け
を
出
し
て
い
る
人
に

は
届
き
ま
せ
ん
。
8
月
末
ま
で
に

届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
裏
面
に
は

臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
入
は

任
意
で
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

臓
器
提
供
の
意
思
を
他
人
に
知

ら
れ
た
く
な
い
人
は
、
個
人
情
報

保
護
シ
ー
ル
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
・
個
人
情
報

保
護
シ
ー
ル
は
、
市
役
所
、
出
張

（
ラ
ウ
ン
ド
は
無
料
で
3
〜
7

ホ
ー
ル
）　

▼
対
象　

週
2
日
は

練
習
が
で
き
る
小
学
校
2
年
生
〜

中
学
生
（
市
内
在
住
者
優
先
）　

▼
講
師　

ゴ
ル
フ
協
会
役
員

▼
定
員　

先
着
10
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）　

▼
受
講
料　

月
1
，
500


円
（
協
会
ア
プ

ロ
ー
チ
練
習
場
管
理
・
整
備
費
）、

傷
害
保
険
料
年
1
，
000


円　

▼
申
込
み　

8
月
20
日
㊍
か
ら
犬

山
ゴ
ル
フ
協
会　

斉
藤
（
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
67
・
１
５
８
６
）
へ

※
説
明
会
を
8
月
29
日
㊏
午
後
1

時
30
分
か
ら
犬
山
カ
ン
ツ
リ
ー
倶

楽
部
2
階
で
行
い
ま
す
。

◎
「
犬
山
新
成
人
の
集
い
実
行
委

員
」
募
集
中
！

　

ア
イ
デ
ア
豊
富
な
人
、
ト
ー
ク

の
得
意
な
人
、P‌

C
に
堪
能
な
人
、

イ
ラ
ス
ト
が
得
意
な
人
、
場
を
和

ま
せ
る
こ
と
が
う
ま
い
人
、
企
画

大
好
き
、
力
仕
事
な
ら
お
任
せ
…

そ
ん
な
新
成
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
の
力
で
す
ば
ら
し
い

「
新
成
人
の
集
い
」
を
創
り
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
興
味
の
あ
る
人
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
問
合
せ
先　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
☎
44
・
0
3
5
3
）

T
w
itter＠

inuyam
a2016

検
索

所
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
多
重
債
務
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
税
の
お
支
払
い
で
お
困
り
の
人

へ
　

弁
護
士
に
よ
る
国
民
健
康
保
険

多
重
債
務
者
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
消
費
者
金

融
な
ど
の
貸
金
業
者
か
ら
過
払
い

金
を
回
収
し
て
国
民
健
康
保
険
税

な
ど
の
滞
納
分
に
充
て
、
多
重
債

務
の
解
消
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
と
き　

8
月
25
日
㊋
午
前
9
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
（
30

分
程
度
）　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所

2
階
2
0
4
会
議
室　

▼
内
容　

借
金
の
整
理
、
破
産
や
再
生
に
関

す
る
質
問
等
、
借
金
に
関
す
る
こ

と　

▼
申
込
み　

事
前
に
電
話
で

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担
当

（
☎
44
・
0
3
2
7
）
へ

「平和都市宣言」のまち犬山

　戦没者のめい福を祈り、１分間の黙とうを捧
げましょう。
　 8月 6日㊍　午前 8時15分
　　　　　　　（広島への原爆投下時刻）
　 8月 9日㊐　午前11時 2 分
　　　　　　　（長崎への原爆投下時刻）
　 8月15日㊏　正午（終戦記念日）
▼問合せ先　秘書企画課（☎44・0312）

　宅地内で漏水は発生していませんか？給水管は、
地下や床下に埋められており、漏水を発見すること
が困難です。このため、次の手順で定期的に漏水の
チェックをしてみましょう。
《水道メーターによるチェック方法》
　①�定期的に水道メーターを確認し、通常以上の水
量を使用していないかチェックする。

　②�家の蛇口を全部閉めて、水道メーターのパイロッ
トマーク（銀色の星形形状の部分）を見てくだ
さい。パイロットマークが回転しているときは
漏水です。すぐに市指定水道工事店に修理を依
頼してください。

　水道課では、 2か月毎に水道メーターの検針を
行っています。検針時に通常より使用水量が多い場
合や漏水のおそれがあるときは、「ご使用水量のお知
らせ」の通信欄や文書などでお知らせしています。
その場合は上の手順を参考にしてメーターのチェッ
クを行い、漏水の場合は修理をしましょう。

　水は大切な資源です。早期に漏水を発見すること
は、無駄なエネルギーの消費を減らすことにつなが
ります。日頃から定
期的な漏水チェック
を心がけましょう。
▼問合せ先
　水道課
　（☎62・9300）

平和都市宣言
　戦争のない世界、原水爆のない世界
は全人類の悲願である。
　しかし現実は、世界の各地で武力紛
争がたえまなく続き、また、多くの核
兵器が蓄えられるなど依然として人類
の生存は脅かされている。
　ここに、平和を希求する犬山市は、
核被爆国としての認識のもとに、世界
の人びとと手を携え、人類の平和を願
い、非戦・核兵器廃絶のため全力を尽
くすことを誓い「平和都市」を宣言する。

　昭和60年9月11日
　　　　　　　　　　　　犬山市

◆平和祈念黙とう◆

定期的に水道の漏水チェックをしましょう

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

子ども医療費助成（払い戻し）の
申請は出張所でもできます。

▼対象　小学 4年生から18歳年度末まで
※18歳年度末とは…18歳に達する日以後の最初の 3月
31日までのお子さん
▼申請　上記対象者の医療費について、医療機関等の
窓口で子ども医療費受給者証を使用せず支払った自己
負担額の払い戻しは、市役所または出張所にて申請が
必要です。（平成22年10月診療分から（領収書は最大
5年間有効））　必要書類等、詳細は保険年金課医療担
当（☎44・0328）まで問い合わせください。

国
保
だ
よ
り
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INFORMATION お知らせ

■�

子
育
て
世
帯
臨
時

　
特
例
給
付
金
は

　
申
請
し
ま
し
た
か
？

　

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
等
を

踏
ま
え
、子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
が

今
年
度
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
給
付
金
は
、
平
成
27
年
6

月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
市
町
村
か
ら
の
支
給
と
な
り
、

対
象
者
に
は
5
月
下
旬
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
し
た
。
改
め
て
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
お
手
元
に
申
請
書
が
あ
る
人
は

期
限
内
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
公
務
員
の
人
は
お
住
ま
い

の
市
役
所
で
の
申
請
が
必
要
で

す
。
職
場
か
ら
申
請
書
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
ら
、
期
限
内
に
市
役
所

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
さ
れ
な
い
場
合
は
、
給
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
申
請
書
を
失
く
し
た
場
合
や

提
出
書
類
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

窓
口
か
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
先　

市
役
所
西
庁
舎

▼
申
請
期
間　

11
月
30
日
㊊
ま
で

（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
郵
送
の
場
合
は
11
月
30
日
消
印

有
効 ■�

台
風
等
の
荒
天
時
に

お
け
る
ご
み
収
集
に

つ
い
て

　

台
風
の
接
近
な
ど
に
よ
る
暴
風

時
ま
た
は
暴
風
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
、
収
集
容
器
や
ご
み
の
飛

散
等
に
よ
る
事
故
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
収
集
容
器
を
折

り
た
た
ん
だ
り
、
重
ね
た
状
態
で

配
布
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
収
集
容

器
の
設
置
や
ご
み
の
収
集
が
中
止

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
資
源
物
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
収
集
日
以
外
に
も
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
4
4
）

■�

リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

（
8
月
分
）

〔
小
・
中
学
校
〕

1
日
㊏
…
犬
山
中
学
校
P
T
A

　
　
　
　
（
☎
61
・
2
4
09

）

22
日
㊏
…
池
野
小
学
校

　
　
　
　
（
☎
67
・
05

4
4
）、

　
　
　
　

南
部
中
学
校
P
T
A

　
　
　
　
（
☎
67
・
０
０
３
０
）

■�

し
尿
汲
み
取
り

　

夏
季
休
業
し
ま
す
（
犬
山
衛
生

管
理
組
合
）

▼
と
き　

８
月
13
日
㊍
・
14
日
㊎　

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
０
３４４


）

▼
対
象

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
祝
」

　

昭
和
30
年
中
に
入
籍
し
、
現
在

市
内
に
在
住
し
て
い
る
夫
婦
（
昭

和
29
年
以
前
に
結
婚
し
た
夫
婦
で

過
去
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
記
念
品

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
も
対
象
）

〔
犬
山
地
区
〕

毎
週
木
曜
日
…
犬
山
駅
前
通
り
発

展
会
午
前
8
時
30
分
〜
10
時

3
日
㊊
…
大
本
町
町
内
会

29
日
㊏
…
上
野
立
野
子
供
会

30
日
㊐
…
上
野
住
宅
自
治
会

※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
程
の
変
更
・
回
収
に
つ
い
て

は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
4
4
）

結婚60周年
「ダイヤモンド婚祝」
結婚50周年
「金婚祝」

記念品を贈呈

「
金
婚
祝
」

　

昭
和
40
年
中
に
入
籍
し
、
現
在

市
内
に
在
住
し
て
い
る
夫
婦
（
昭

和
39
年
以
前
に
結
婚
し
た
夫
婦
で

過
去
に
金
婚
記
念
品
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
も
対
象
）

▼
申
込
み　

8
月
21
日
㊎
ま
で
に

印
鑑
を
持
っ
て
長
寿
社
会
課
か
各

出
張
所
へ
（
本
籍
が
市
外
の
場
合

は
、
戸
籍
謄
本
の
添
付
が
必
要
で

す
）　

▼
記
念
品
の
贈
呈　

9
月

29
日
㊋
に
市
南
部
公
民
館
で
開
催

す
る
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚

祝
講
演
会
」
等
で
行
い
ま
す
。　

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社
会
課
（
☎

44
・
0
3
2
5
）

■�

農
作
物
被
害
対
策
の

　
侵
入
防
止
柵
等
の

　
設
置
補
助
を

　
実
施
し
ま
す

　

イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
へ
の
対
策
と
し

て
、
市
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
協

議
会
で
は
、
侵
入
防
止
施
設
で
あ

る
電
気
柵
、
金
網
柵
、
ネ
ッ
ト
柵

等
の
設
置
者
に
対
し
、
補
助
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象　

侵
入
防
止
施
設
の
設
置

費
用
（
平
成
27
年
1
月
〜
12
月
に

設
置
し
た
も
の
が
対
象
）

▼
補
助
額　

設
置
費
用
の
2
分
の

1
以
内
（
上
限
額
5‌

0
，
0
0
0

円
）
※
予
算
を
超
え
る
場
合
は
按

分
に
よ
り
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
必
要
書
類　

申
請
書
、位
置
図
、

領
収
書
の
写
し
、
設
置
写
真

▼
申
込
み　

平
成
28
年
1
月
末
ま

で
に
必
要
書
類
を
農
林
治
水
課

（
☎
44
・
0
3
4
2
）
へ

▼
問
合
せ
先　

子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
3
3
01

）

■�

犬
山
市
遺
児
手
当
お

よ
び
児
童
扶
養
手
当

の
定
期
支
払
い
の
お

知
ら
せ

　

犬
山
市
遺
児
手
当
（
平
成
27
年

4
月
分
〜
7
月
分
）
を
7
月
31
日

㊎
に
、振
り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、

児
童
扶
養
手
当
（
平
成
27
年
4
月

分
〜
7
月
分
）
を
8
月
10
日
㊊
に

振
り
込
み
ま
す
。受
給
者
の
人
は
、

預
貯
金
通
帳
に
て
支
払
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。（
各
手
当
と
も
支

払
通
知
書
は
お
送
り
し
て
い
ま
せ

ん
）

　

な
お
、確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

担
当
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
定
期
支
払
い
は
、
犬
山

市
遺
児
手
当
は
11
月
を
、
児
童
扶

養
手
当
は
12
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
犬
山
市
遺
児
手
当
と
児
童
扶
養

手
当
は
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
支

援
制
度
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

子
ど
も
未
来
課
育

成
担
当
（
☎
44
・
0
3
2
3
）

■�

各
種
福
祉
手
当

　
受
給
の
皆
さ
ん
へ

　

次
の
福
祉
関
連
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
毎
年
1
回
、
現
況

届
な
ど
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
届

出
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
を
し
な
い
と
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
引
き
続
き
手
当

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

現
況
届
な
ど
に
説
明
書
を
同
封

し
ま
す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
く
だ

さ
い
。
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

各
担
当
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
提
出
期
間
・
問
合
せ
先
等

【
児
童
扶
養
手
当
・
愛
知
県
遺
児

手
当
・
犬
山
市
遺
児
手
当
】

8
月
3
日
㊊
〜
31
日
㊊

子
ど
も
未
来
課
育
成
担
当

（
☎
44
・
0
3
2
3
）

※
必
ず
受
給
者
本
人
が
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

※
㊏
㊐
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
。
8
月
4
日
㊋
、

18
日
㊋
は
午
後
7
時
ま
で
窓
口
を

延
長
し
て
い
ま
す
。
23
日
㊐
は
午

前
9
時
〜
正
午
ま
で
臨
時
開
庁
し

ま
す
。

※
添
付
書
類
等
、
す
べ
て
の
書
類

が
揃
っ
て
い
な
い
と
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障

害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

経
過
的
福
祉
手
当
・
在
宅
重
度
障

害
者
手
当
】

8
月
11
日
㊋
〜
9
月
10
日
㊍

福
祉
課
障
害
者
担
当

（
☎
44
・
0
3
2
1
）

※
㊏
㊐
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
。
8
月
18
日
㊋
、

9
月
1
日
㊋
は
午
後
7
時
ま
で
窓

口
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

※
添
付
書
類
等
、
す
べ
て
の
書
類

が
揃
っ
て
い
な
い
と
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

■�

9
月
9
日
は

　
救
急
の
日

　

毎
年
9
月
9
日
は
、
救
急
の
日

で
す
。
こ
の
日
を
含
む
、
9
月
4

日
㊎
〜
10
日
㊍
ま
で
の
1
週
間
を

「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国

的
に
救
急
の
普
及
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
救
急
業
務

や
救
急
医
療
に
つ
い
て
理
解
し
、

知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

○
上
級
救
命
講
習
の
案
内

〔
講
習
内
容
〕
普
通
救
命
講
習
の

内
容
に
加
え
て
、
小
児
・
乳
児
の

心
肺
蘇
生
、
傷
病
者
管
理
、
外
傷

の
応
急
手
当
、
搬
送
法
な
ど
の
実

技
お
よ
び
筆
記
試
験（
計
8
時
間
）

※
講
習
内
容
は
、「
犬
山
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
消
防
本
部
・
講
習
会

案
内
・
上
級
救
命
講
習
の
ご
案

内
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp

:/
/
w
w
w
.
c
ity

.
in
u
ya
m
a
.a
ich
i.jp
/lin
k
s/

fire/kosyu/001.htm
l

▼
と
き　

9
月
4
日
㊎
・
5
日
㊏

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
（
昼

休
憩
1
時
間
）

※
5
日
㊏
に
北
出
張
所
で
開
催
予

定
の
普
通
救
命
講
習
は
行
い
ま
せ

ん
。　

▼
と
こ
ろ　

消
防
本
部
3

階
講
堂　

▼
対
象　

市
内
在
住
在

勤
在
学
の
人　

▼
定
員　

両
日
先

着
15
人　

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
み　

8
月
1
日
㊏
〜
9
月

2
日
㊌
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま

で
に
消
防
本
部
救
急
通
信
課
（
☎

65
・
0119



）
へ

※
食
事
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

※
筆
記
試
験
が
あ
り
ま
す
の
で
筆

記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
服
装
は
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

で
来
て
く
だ
さ
い
。

◆わん丸リサイクル小屋（リサイクル品販売）開設
と　き 8 月 9 日㊐午後 1 時〜 4 時

ところ わん丸リサイクル小屋（上坂公園西）

実施内容 家具・小物類・古本などの販売

対   象 市内在住の人

その他 一部抽選品あり（抽選は午後2時30分から）

○購入品は各自午後 4時までに搬出してください。

◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設
エコステーション わん丸エコステーション

と 　 き

8月 9日㊐ 8月16日㊐ 8月23日㊐ 常　　　設

午前 9時
〜午後 4時

午前 9時
〜正午

午前 9時
〜正午

平日：午前 8時30分〜正午
　　　午後 1時〜 3時30分
土曜：午前 8時30分〜11時30分
※日曜・祝日・12/29〜 1 / 3 は休業

と こ ろ わん丸リサイクル小屋
敷地内（上坂公園西） 南部公民館駐車場 市役所西庁舎 犬山市都市美化センター 敷地内

回収品目 新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・紙パック・アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装

左記の品目に加えて空きびん（無
色・茶色・その他）、廃食用油（植物性
のみ）・小型家電9品目・パソコン

対　　象 市内在住の人
そ の 他 各自で資源容器に投入

1213 広報いぬやま　H27・8・1号 広報いぬやま　H27・8・1号



お知らせ
健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前　時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）

犬
山
市
「
健
康
市
民
づ
く
り
」
宣
言

【
十
の
実
践
】⑩
進
ん
で

地
域
の
人
と

交
わ
ろ
う

■�

空
家
の
実
態
調
査
を

　
行
い
ま
す

　

市
で
は
「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
施
行

に
伴
い
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
空

家
の
実
態
調
査
と
し
て
、
8
月
上

旬
か
ら
市
が
委
託
し
た
調
査
員
が

空
家
等
の
状
況
等
の
確
認
を
行
い

ま
す
。（
調
査
員
は
市
が
発
行
し
た

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
）

▼
問
合
せ
先　

都
市
計
画
建
築
課　

建
築
・
景
観
担
当
（
☎
44
・
０
３

３
１
）

■�

町
内
会
等
の
防
犯

　
カ
メ
ラ
設
置
を

　
支
援
し
ま
す

　

犯
罪
抑
止
及
び
地
域
の
防
犯
力

向
上
の
た
め
、
町
内
会
等
が
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体　

町
内
会
、自
治
会
、

区
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

等　

▼
対
象
経
費　

防
犯
カ
メ
ラ

等
の
設
置
費
（
維
持
管
理
費
、
電

気
代
、
占
用
料
等
を
除
く
）

▼
補
助
金
額　

対
象
経
費
の
2
分

の
1
で
、
上
限
50
万
円　

▼
問
合

せ
先　

防
災
安
全
課
防
犯
担
当

（
☎
44
・
0
3
4
6
）

※
な
お
、
対
象
団
体
へ
は
別
途
通

知
し
て
い
ま
す

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■�

県
営
名
古
屋
空
港

　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

お
盆
や
連
休
な
ど
長
期
休
暇
時

は
、
空
港
の
駐
車
場
が
満
車
と
な

る
た
め
駐
車
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
空
港
へ
は
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
よ
う
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

駐
車
場
料
金
改
定
に
伴
い
、

F
D
A
機
利
用
に
よ
る
駐
車
料
金

5
日
間（
1
2
0
時
間
）無
料
サ
ー

ビ
ス
は
す
で
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

名
古
屋
空
港
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
（
☎
29
・
１

６
０
０
）

■�

善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

●
市
へ

▽
防
犯
ベ
ル
（
池
野
小
学
校
）

池
野
商
工
発
展
会

●
市
福
祉
基
金
へ

▽
100


，
000


円　

匿
名

▽
3
，
000


円　

K
・
K

●
市
環
境
保
全
基
金
へ

▽
1‌

7
，
000


円　

わ
ん
丸
リ

サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ

※
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
市
民
活
動

や
福
祉
、
環
境
保
全
な
ど
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犯人にげんこつ

ポイ捨てやめよう！

ちびっこ警察官がPR

▲げんこつ飴でPR活動

▲

たばこ組合が清掃活動

社会を明るくする運動 ▼

　年金支給日にあわせ、市役所や銀行など
で犬山名物「げんこつ飴」を配布し、詐欺
被害への意識を高めてもらうため犬山警察
署員や市職員が振り込め詐欺啓発を実施し
ました。
　「犯人にげんこつ」という強い気持ちで警
察に通報しましょう。

　小牧たばこ組合犬山支部（後藤蓉子支部
長）が 6月26日、犬山駅東口周辺のたばこ
の吸殻や紙くずなどのごみを拾う清掃活動
を行いました。
　雨の降る中、組合員は清掃に励みました。

　「第65回社会を明るくする運動」の啓発とセレモニーが 7
月 1日、犬山保護区保護司会・犬山市更生保護女性会との
共催でイトーヨーカドー犬山店で行われました。
　犬山警察署の協力でちびっこ警察官に扮した白帝保育園
児は警察署員から敬礼を習い、その後買い物客らにPR活動
をしました。

■
健
康
な
ん
で
も
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
か
つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の

医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
5
日
㊌
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
民

健
康
館
医
療
相
談
室　

▼
医
師　

ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
わ
だ
医
師　

沢
田
敬
久　

▼
定
員　

な
し
（
当

日
先
着
順
）　

▼
問
合
せ
先　

市

民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

■
骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク

　

測
定
後
は
市
の
保
健
師
・
栄
養

士
が
結
果
に
基
づ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
24
日
㊊
午
前
10
時

〜
、
午
後
1
時
30
分
〜
（
予
約
時

に
こ
ち
ら
の
指
定
し
た
時
間
内
に

来
て
く
だ
さ
い
）　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
2
階
2
05

会
議
室　

▼

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

人
（
平
成
26
年
8
月
以
降
に
骨
密

度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
人
を
除
く
）　

▼
測
定
方
法　

超
音
波
に
よ
る
踵

骨
の
骨
密
度
測
定　

▼
測
定
料　

3
00

円　

▼
持
ち
物　

健
康
手

帳　

▼
申
込
み　

事
前
に
市
民
健

康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ

■
市
役
所
で
健
康
相
談

　

市
民
健
康
館
の
保
健
師
・
看
護

第
2
次
み
ん
な
で
進
め
る
健
康
プ
ラ
ン
�

ち
ょ
っ
と
カ
ラ
ダ
と
向
き
合
う
時
間
〜
子
宮
編
〜

師
が
市
役
所
に
月
に
1
回
出
向
い

て
血
圧
測
定
と
健
康
相
談
を
実
施

し
ま
す
！
喫
煙
者
向
け
に
呼
気
一

酸
化
炭
素
濃
度
測
定
も
実
施
し
ま

す
。

※
一
酸
化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
有
害
物
質
を
体

内
に
取
り
込
ん
で
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
24
日
㊊
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
ロ

ビ
ー　

▼
定
員　

な
し
（
予
約
不

要
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら

■
生
き
活
き
ク
ッ
ク

〜
痛
風
予
防
〜

　

痛
風
は
、
体
内
に「
尿
酸
」
と

い
う
物
質
が
増
加
す
る
こ
と
で
起

こ
る
男
性
に
多
い
病
気
で
あ
り
、

一
般
的
に
激
し
い
痛
み
が
伴
い
ま

す
。
尿
酸
は
、「
プ
リ
ン
体
」
と

い
う
物
質
が
材
料
と
な
っ
て
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者
数
は
こ
こ

25
年
間
で
約
4
倍
に
増
加
し
て
お

り
、
最
近
で
は
、
若
年
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
調
理
実
習
を
通
じ
て

痛
風
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き　

8
月
28
日
㊎
午
前
10
時

〜
午
後
2
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
内
容　

痛
風
予

防
・
改
善
の
た
め
の
調
理
実
習
、

試
食
と
講
義　

▼
対
象　

市
内
在

住
の
人　

▼
定
員　

先
着
20
人　

▼
参
加
料　

6
00

円　

▼
持
ち

物　

健
康
手
帳（
な
け
れ
ば
当
日

発
行
し
ま
す
）、筆
記
用
具
、エ
プ

ロ
ン
、手
拭
き
タ
オ
ル　

▼
申
込

み　

8
月
5
日
㊌
〜
20
日
㊍
ま
で

に
市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ

■�

動
い
て
ト
ク
す
る
ス

マ
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
美
姿
勢
・
美
歩
行
を
つ
く
る
！
〜　

　

若
返
り
は
姿
勢
か
ら
！
美
し
い

姿
勢
と
歩
き
方
を
学
び
、
ス
マ
ー

ト
な
体
づ
く
り
を
し
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
9
日
㊌
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
講
師　

健
康
運

動
指
導
士　

▼
定
員　

先
着
50
人　

▼
参
加
料　

3
00

円　

▼
持
ち

物　

健
康
手
帳
、
上
履
き
用
運
動

靴
、
水
分
補
給
用
飲
料　

▼
申
込

み　

8
月
3
日
㊊
か
ら
市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ

　

今
回
は
、
女
性
特
有
の
臓
器
で

あ
る
、
子
宮
に
つ
い
て
で
す
。
子

宮
は
、
女
性
の
体
の
中
で
も
特
に

大
切
な
臓
器
だ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
妊
娠
、
出
産
と
深
く
関
係
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
子
宮
は
ど
こ
に
あ
っ
て
、
ど

ん
な
形
？

Ａ
．
子
宮
は
、
体
の
中
で
は
下
腹

部
に
位
置
し
、
洋
ナ
シ
型
を
し
て

い
ま
す
。

　

上
部
は
左
右
の
卵
管
に
、
下
部

に
あ
る
子
宮
口
は
腟
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
子
宮
は
子
宮
体
部
と

頸
部
の
2
つ
に
わ
か
れ
ま
す
。

Ｑ
．
子
宮
の
役
割
っ
て
？

　

受
精
卵
を
出
産
ま
で
育
て
る
の

が
子
宮
の
役
割
で
す
。
子
宮
内
膜

に
受
精
卵
を
着
床
さ
せ
、
や
が
て

出
産
す
る
ま
で
保
護
し
育
て
ま

す
。
子
宮
は
通
常
は
卵
く
ら
い
の

大
き
さ
で
す
が
、
妊
娠
す
る
こ
と

で
大
き
く
な
り
、
臨
月
期
に
は
赤

ち
ゃ
ん
を
す
っ
ぽ
り
包
み
込
む
く

ら
い
に
ま
で
膨
ら
み
ま
す
。

　

子
宮
は
ひ
と
月
か
け
て
妊
娠
に

備
え
、
子
宮
内
膜
が
厚
く
な
り
、

妊
娠
し
な
け
れ
ば
経
血
と
な
っ
て

腟
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が

月
経
で
す
。

Ｑ
．
子
宮
頸
が
ん
と
は
ど
ん
な
病

気
？

Ａ
．
子
宮
が
ん
に
は
、
が
ん
が
で

き
る
場
所
に
よ
っ
て
、
子
宮
頸
が

ん
と
子
宮
体
が
ん
に
分
か
れ
ま

す
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
頸
部

の
入
り
口
に
発
生
し
、
子
宮
体
が

ん
は
子
宮
内
膜
に
多
く
発
生
し
ま

す
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
婦
人
科
の

診
察
で
観
察
や
検
査
が
し
や
す
い

た
め
、
発
見
さ
れ
や
す
い
が
ん
で

す
。
し
か
し
、
進
行
す
る
と
、
治

療
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
早
期
発

見
が
非
常
に
重
要
で
す
。

Ｑ
．
早
期
発
見
す
る
に
は
？

Ａ
．
が
ん
検
診
が
有
効
で
す
。
市

で
は
、
今
年
度
も
各
種
が
ん
検
診

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
子
宮
が
ん

検
診
は
、
2
年
に
1
度
、
医
療
機

関
で
も
集
団
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
で
は
、
子
宮

頸
が
ん
だ
け
で
は
な
く
、
が
ん
に

な
る
前
の
細
胞
の
変
化
の
発
見
も

可
能
で
す
。
た
と
え
、
す
で
に
が

ん
に
な
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た

と
し
て
も
、
早
期
発
見
で
き
れ
ば

子
宮
頸
部
を
部
分
的
に
切
除
す
る

こ
と
で
子
宮
が
温
存
で
き
ま
す

し
、
治
療
後
の
妊
娠
、
出
産
も
可

能
で
す
。
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犬
山
警
察
署
だ
よ
り

レ
ー
ベ
ン
（
下
）

　

一
度
し
か
な
い
人
生
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
こ
か
ら
何
を
引
き
出
し
た

い
の
か
に
つ
い
て
三
十
代
を
迎
え

る
前
に
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最

近
の
私
自
身
の
「
レ
ー
ベ
ン
」
の

状
況
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
が
故

に
、
そ
れ
ら
の
思
い
が
一
層
強

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
十
代
と
い
う
人
生
の
大
き
な

節
目
を
前
に
し
た
私
の
目
下
の
悩

み
事
は
今
の
仕
事
が
続
け
ら
れ
る

の
か
、
こ
ち
ら
で
家
族
を
形
成
で

き
る
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
国

際
交
流
に
関
す
る
仕
事
に
は
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
が
努

力
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
市
民
の
皆

さ
ん
の
反
応
も
そ
れ
に
呼
応
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
仕
事
に
大
変
や

り
甲
斐
を
感
じ
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
自
身
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時

間
を
費
や
し
て
で
も
積
極
的
に

様
々
な
事
業
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
国
際
交
流
員
と
し
て

の
自
分
自
身
が
成
長
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
人
事

異
動
と
い
う
制
度
の
弊
害
で
あ
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
や
専
門

性
の
欠
如
と
い
う
状
況
に
直
面

し
、
自
分
の
専
門
知
識
や
資
格
を

十
分
に
活
か
せ
な
い
。
つ
ま
り
、

私
に
と
っ
て
は
適
切
に
成
長
で
き

る
環
境
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
、

更
な
る
事
業
の
展
開
を
望
ん
だ
と

し
て
も
そ
れ
に
歯
止
め
が
か
け
ら

れ
て
し
ま
い
、
自
身
の
「
レ
ー
ベ

ン
」の
中
に
あ
る「
学
び
続
け
る
」

と
い
う
望
み
を
現
在
の
状
況
下
で

は
実
現
す
る
の
が
厳
し
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
に
向
け
た
環
境
の
整
備

も
十
分
と
は
言
え
ず
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
が
容
易
で
な
い
の
は
明

ら
か
で
す
。
現
在
の
自
身
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
は
キ
ャ
リ
ア
の
構
築
が

望
め
ず
、
ま
た
能
力
あ
る
女
性
の

活
用
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
現

状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
の
ま

ま
働
き
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
現
状
に
目
を
や
る
と
、

人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
一
般
企
業

に
お
い
て
も
、
そ
し
て
行
政
に
お

い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
必
要

不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
社
会
構
造
や
悪
し
き
慣
習

の
せ
い
で
外
国
人
の
受
入
れ
を
阻

む
大
き
な
壁
が
存
在
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
長
期
的
な
視
点

か
ら
外
国
人
受
入
戦
略
を
練
り
直

し
、
人
口
維
持
の
カ
ギ
と
な
る
女

性
が
更
に
活
躍
で
き
る
制
度
を
整

備
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
、
人
生
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
た
め
、
そ
し
て
学
び
た

い
と
い
う
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
た

め
に
犬
山
市
国
際
交
流
員
を
卒
業

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
年

前
に
犬
山
市
役
所
の
方
々
と
一
緒

に
な
り
、
そ
れ
か
ら
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
社
会
人
と
し
て
育
て

て
く
れ
た
こ
と
、
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
関
係
者
の
ご
協
力
の
お
陰

で
、
日
本
社
会
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
、
人
間
と
し
て
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
地
を
離
れ
る
こ
と
に
寂
し
さ
が

募
り
ま
す
が
、
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
の
は
犬
山
で
出
会
っ
た
人
と

一
緒
に
過
ご
し
た
楽
し
い
時
間
で

す
。
日
本
の
ど
こ
か
で
皆
さ
ん
と

ま
た
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
現
実
を
直
視
し
、

解
く
べ
き
課
題
か
ら
目
を
そ
ら
す

こ
と
な
く
皆
さ
ん
自
身
の
「
レ
ー

ベ
ン
」
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
力
を
怠
る
こ
と
の
な

い
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
つ
た
な
い
つ
ぶ
や
き
に
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
お
わ
り
）

　
犬
山
市
内
の
6
月
中
の
犯
罪
発

生
総
数
は
、
47
件
（
昨
年
58
件
）

で
す
。

　

空
き
巣
被
害
が
城
東
・
羽
黒
学

区
で
そ
れ
ぞ
れ
1
件
発
生
し
ま
し

た
。
忍
込
み
被
害
が
城
東
学
区
で

3
件
、
羽
黒
・
楽
田
学
区
で
そ
れ

ぞ
れ
1
件
発
生
し
ま
し
た
。
自
転

車
盗
被
害
が
楽
田
学
区
で
4
件
、

犬
山
北
学
区
で
2
件
、
羽
黒
・
犬

山
西
学
区
で
そ
れ
ぞ
れ
1
件
発
生

し
ま
し
た
。

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運

動　

8
月
1
日
〜
10
日

　
「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を

起
こ
さ
な
い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ

な
い
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た「
夏

の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運

動
」
を
展
開
し
ま
す
。

○
自
宅
の
戸
締
り
は
万
全
で
す
か

・
防
犯
カ
メ
ラ
・
セ
ン
サ
ー
な
ど

の
防
犯
器
具
を
取
り
付
け
る
。

・
ド
ア
や
窓
に
は
補
助
錠
を
取
り

付
け
る
。

・
夜
間
は
、
門
灯
や
玄
関
灯
を
晩

中
点
灯
す
る
。

平
成
27
年
度　

県
警
察
官
・
警
察

職
員
募
集

受
付
期
間
＝
8
月
17
日
月
〜
9
月

2
日
水

※
詳
し
く
は
県
警
察
本
部
警
務
課

採
用
係
（
℡
05

2
・
9
6
1
・

1
4
7
9　

平
日
の
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
15
分
）
へ

▼
問
合
せ
先　

犬
山
警
察
署
（
℡

61
・
0110



）

▼
愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//www.pref.aichi.jp/police/

市内街頭犯罪発生状況
6月 27年累計

刑法犯罪数
（昨年同期）

47件
（58件）

287件
（326件）

住宅対象侵入盗
（昨年同期）

7件
（ 4件）

23件
（40件）

車上狙い
（昨年同期）

0件
（ 4件）

12件
（28件）

自転車盗
（昨年同期）

8件
（15件）

61件
（55件）

市内交通事故発生状況
5月 27年累計

人身事故件数
（昨年同期）

34件
（22件）

149件
（154件）

死者数
（昨年同期）

1件
（ 0件）

3件
（ 1件）

負傷者数
（昨年同期）

40件
（26件）

188件
（187件）

8月の【子育て支援事業】
児童館・児童センター　▼問合せ先　犬山南児童センター（☎62・4477）

事業名 対　象 と　き ところ 内　容 8月の行事

子育て広場
「ぽんぽこ」

未就園の乳幼児
（ 0歳から）と保護者

毎週㊊～㊎
10：00～15：00
㊗は除く

市内 7か所児童館
児童センター

体操・手遊び・ふれあい
遊び・水遊びなど

パパも遊ぼう 未就園の乳幼児と父親
（家族も大歓迎）

8月22日㊏
10：30～11：30 東児童センター ふれあい遊び

布で遊ぼう！
※�各児童館・児童セン
ターでも自由に遊ん
でいただけます。

子育て支援センター　▼申込み　さらさくらつどいの広場（☎63・3817）
事業名 対　象 と　き ところ 内　容

中学生子育て体験 おおむね１歳児 8月 4日㊋18日㊋19日㊌
20日㊍10：30〜11：30

市民健康館さ
ら・さくら204 市内中学生とのふれあい

にこにこタイム 未就園の多胎児と保護者 8月 5日㊌
10：30〜11：30

市民健康館
さら・さくら

交流・情報交換

さくらっこひよこ 6か月〜 1歳未満の
お子さんと保護者

8月21日㊎
10：30〜11：30 歌・体操・ふれあい遊び・お話

さくらっこあひる 1歳〜 1歳 6か月の
お子さんと保護者

8月28日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話
（離乳食講座実施）

わくわくっこコアラ 1歳 6か月〜 2歳 6か月の
お子さんと保護者

8月26日㊌
10：30〜11：30

絵本（英語・日本語）歌って踊ろう・
ピアノの曲・手遊び

ファミリー・サポート・センター　▼問合せ先　ファミリーサポートセンター（市役所内）（☎63・3818）（要予約）
事業名 対　象 と　き ところ 内　容 講　師

子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

合同講習会
ファミリーサポート会員・
子育てに関心のある人

8月27日㊍
10：00〜11：30

市民健康館
さら・さくら
交流ホール

心のティーブレイク
〜大丈夫ですよ♡

あなたの子育て〜
同朋大学教授
目黒達哉

【相談事業】

子 育 て
毎日（㊐・㊗除く）	 9 ：00〜17：00	 さら・さくらつどいの広場	 （☎63・3817）
毎日（㊏・㊐・㊗除く）	 9 ：00〜17：00	 犬山市子育て支援センター	 （☎61・7533）
		  城東第 2子育て支援センター	（☎62・5677）

家 庭 児 童 毎日（㊐・㊗除く） 9：00〜16：00　家庭児童相談室　（☎62・4300）

利 用者支援 毎日（㊏・㊐・㊗除く） 8：30〜17：00　子ども未来課（☎44・0324）
※子育ての情報を提供し、相談・援助などをおこないます。

各施設で子育て支援事業を実施しています。
ぜひご参加ください。

8 月 8 日㊏に豊川市で
県消防操法大会

第2分団
犬山南小学校で猛練習

　

犬
山
市
消
防
団
第
2
分
団
（
梅

田
章
弘
分
団
長
）
は
、
8
月
8
日

㊏
に
豊
川
市
で
開
か
れ
る
県
消
防

操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場

す
る
た
め
連
日
、
犬
山
南
小
学
校

で
猛
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
6
人
が
一
組
に
な

り
、
指
揮
者
の
号
令
で
20
㍍
の

ホ
ー
ス
を
3
本
つ
な
ぎ
、
火
点
と

呼
ば
れ
る
標
的
に
向
か
っ
て
放
水

す
る
ま
で
の
時
間
と
規
律
あ
る
動

作
に
よ
り
、
順
位
を
争
う
と
い
う

大
変
ハ
ー
ド
な
競
技
で
す
。

　

出
場
す
る
6
人
は
、
抱
負
を
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

指
揮
官
・
野
呂
一
彦

　

4
位
を
越
え
ら
れ
る
よ
う
、
が

ん
ば
り
ま
す
。

1
番
員
・
後
藤
泰
介

　

優
勝
目
指
し
て
、
が
ん
ば
り
ま

す
。

2
番
員
・
小
川
涼
平

　

足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
、

が
ん
ば
り
ま
す
。

3
番
員
・
廣
瀬
友
二

　

5
年
前
の
リ
ベ
ン
ジ
を
し
た
い
。

4
番
員
・
鈴
木
嘉
一

無
我
夢
中
で
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

補
助
員
・
土
井
田
洋
一

　

ひ
と
つ
で
も
良
い
順
位
を
目
指

し
て
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
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新着紹介
（一部）

図書館だより図書館だより

●
図
書
館
ま
め
知
識

『
図
書
館
の
本
は

カ
ラ
ー
ラ
ベ
ル
で
分
類
！
』

　

本
の
背
に
は
、
犬
山
市
立
図
書
館

独
自
の
カ
ラ
ー
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
本
を
探
し
や
す
い
よ

う
に
、
分
類
の
数
字
や
著
者
の
頭
文

字
を
色
の
組
合
せ
で
表
し
た
も
の
で

す
。
ラ
ベ
ル
の
色
は
、
分
類
別
に
そ

●
今
月
の
一
冊

『
時
雨
み
ち
』�（
藤
沢
周
平
著
）

　

一
奉
公
人
か
ら
大
店
の
あ
る
じ

ま
で
登
り
つ
め
た
主
人
公
が
、
昔

の
奉
公
仲
間
で
商
い
の
面
倒
を
み

て
い
る
男
か
ら
、
出
世
の
た
め
身

勝
手
に
捨
て
た
女
が
、
い
ま
女
郎

に
身
を
落
と
し
て
い
る
と
聞
か
さ

れ
る
。

　

妓
楼
か
ら
救
出
し
、
昔
の
こ
と

れ
ぞ
れ
0
類
白
、1
類
赤
、2
類
桃
、

3
類
橙
、4
類
茶
、5
類
黄
、6
類
緑
、

7
類
空
色
、8
類
青
、9
類
黒
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

0
類
か
ら
9
類
ま
で
の
数
字
の
色

の
順
番
は
、白
々
と
夜
が
明
け
、真
っ

赤
な
太
陽
が
昇
り
、
徐
々
に
、
日
が

暮
れ
て
青
色
と
流
れ
、
や
が
て
夜
の

黒
と
な
る
と
い
う
具
合
に
1
日
の
空

の
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

を
謝
ろ
う
と
出
か
け
る
が
持
参
し

た
20
両
は
突
き
返
さ
れ
る
。
翌
日

50
両
を
用
意
し
た
と
き
に
は
女
は

姿
を
消
し
て
お
り
、
主
人
公
は
無

力
感
を
抱
い
て
暗
い
雨
の
ま
ち
を

さ
ま
よ
う
。

　

登
場
人
物
の
三
者
三
様
の
、
今

さ
ら
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人
生
の

悲
哀
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。

（
図
書
館
読
書
会
「
藍
の
会
」）

　

最
期
の
3
か
月
を
迎
え
た
愛

猫
に
何
を
し
て
あ
げ
た
ら
い
い

の
か
。終
末
期
に
お
け
る
食
事
、

排
泄
、
運
動
な
ど
日
常
の
お
世

話
か
ら
、
病
気
の
こ
と
、
そ
し

て
臨
終
前
後
の
こ
と
ま
で
、
愛

猫
の
看
取
り
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
体
調
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や

体
調
記
録
表
も
収
録
。

　

い
ま
や
日
本
人
の
4
人
に
ひ

と
り
が
65
歳
以
上
。
100


歳

を
超
え
た
長
寿
者
は
6
万
人
へ

―
。
人
生
百
年
時
代
を
生
き
る

た
め
に
は
？
五
木
寛
之
が
、
長

く
て
短
い
余
命
に
向
か
っ
て
こ

こ
ろ
の
準
備
を
綴
る
。

　

ベ
ッ
ツ
ィ
・
メ
イ
は
小
さ
な

女
の
子
。
で
も
、
気
分
は
お
と

な
！
ひ
と
り
で
手
紙
を
出
し
に

い
っ
た
り
、
迷
子
の
こ
い
ぬ
を

助
け
た
り
…
。
ド
キ
ド
キ
が

い
っ
ぱ
い
の
、
楽
し
い
9
つ
の

お
話
を
収
録
す
る
。

「
こ
の
か
ん
ば
ん
を
読
ん
で
は

い
け
ま
せ
ん
」「
て
ん
ど
ん　

か
つ
ど
ん　

よ
ー
い
ど
ん
」「
あ

え
て
こ
こ
で
言
い
た
く
な
い
け

ど
し
か
た
な
い
か
ら
言
う
が
…

と
言
う
ひ
と
り
言
…
」
…
。
納

得
し
た
り
煙
に
ま
か
れ
た
り
、

五
味
太
郎
流
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ

れ
る
絵
本
。

つながりたい 土屋慎吾

●�図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい
ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは受け
付けできません。

【一般書】
『世界を変えた100の本の歴史図鑑』

ロデリック・ケイヴ
『昆虫の擬態』� 海野和男
『トコトンやさしい食品添加物の本』

仲村健弘
『かわいい絵巻』� 上野友愛
『唄めぐり』� 石田千
『ミツハの一族』� 乾ルカ
『五十坂家の百年』� 斉木香津
『世界はゴ冗談』� 筒井康隆
『天下　家康伝　上・下』	

火坂雅志
『いま、君たちに一番伝えたいこと』
	 池上彰
『少年法入門』� 澤登俊雄
『家族計画』� 芦崎笙
『けさくしゃ』� 畠中恵
『燦6　花の刃』	� あさのあつこ
�
【児童書（読み物）】（小学校低学年）
『あま〜いおかしにご妖怪？』
（小学校中・高学年）
『10代からの情報キャッチボール門』
『マグロの大研究』
�
【児童書（絵本）】（幼児向け）
『セイウチくんをさがせ！！』
『ゆっくとすっくBabyあむあむ

はがはえた？』
『ゆっくとすっくBabyころん！

ねがえりできたよ』
『ちっちゃなねずみくん』
『世界でいちばんすばらしいもの』

●『ネコの看取りガイド』（服部幸著）

●『余命』（五木寛之著）

●『ベッツィ・メイとこいぬ』

●『ことばのいたずら』

肩
こ
ら

ん
の
か

誰
か
と
い
つ
も

つ
な
が
っ
て
い

な
い
と
不
安

な
ん

で
す

気
の
毒
な

ご
時
勢

だ
な
…

わ
し
な
ん
か

一
人
暮
ら
し

で
も
…

平
気
で

生
き
て

お
る
！

お
う

そ
う
か

そ
う
か

オ
カ
エ
リ

ナ
チ
ャ
イ

ジ
ジ

ダ
イ
ス
キ

ダ
ヨ

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
！

各種相談コーナー（無料）
内　容 と　　き ところ

市 民 毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時

市役所 1階市民相談室
下記時間帯は手話通訳が利用できます
㊌㊎午前 8時30分〜午後 4時

行 政 8 月28日㊎　午前10時〜午後 3時 市役所 1階市民相談室

登 記 8 月12日㊌　午後 1時〜 3時 市役所 1階相談室

不 動 産 取 引 8 月18日㊋　午後 1時〜 4時 市役所 1階相談室

行 政 書 士 8 月26日㊌　午後 1時30分〜 3時30分 市役所 1階相談室

弁 護 士による法 律
（要予約）

9 月 3 日㊍
※ 8月 6日㊍午後 1時から社会福祉協議会で
　予約受付先着 9人（電話受付のみ）

福祉会館相談室（☎62・2508）
　　　　　　　　（☎61・2563）

心 配 ご と 8 月 6 日㊍・20日㊍午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

結 婚 毎週土曜日　毎月第 2水曜日
午前 9時〜正午（受付11時30分まで） 福祉会館相談室（☎62・6299）

ボ ラ ン テ ィ ア 毎週月曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎62・6299）

身 体 障 害 者 8 月 5 日㊌　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

知 的 障 害 者 8 月10日㊊　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

発 達 支 援
（要予約）

8 月 3 日㊊・20日㊍　午前 9時30分〜正午
※18歳まで 保健センター（☎61・1776）

ポ ル ト ガ ル 語
ス ペ イ ン 語
外 国 人

毎週金曜日　午後 1時〜 4時30分 市役所 1階相談室

英語・中国語・タガログ語
外 国 人 8 月 4 日㊋　午後 1時〜 4時30分 市役所 1階相談室

人 権 8 月19日㊌　午後 1時〜 4時 南部公民館会議室 3

青少年の非行・いじめ 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 5時 市役所 3階社会教育課青少年センター
（☎44・0353）

児 童 生 徒 の
不 登 校 相 談 室 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 3時 福祉会館内適応指導教室「ゆう・ゆう」

（☎63・0502）

家 庭 児 童 毎日（㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 福祉会館内家庭児童相談室（☎62・4300）

児 童 虐 待に関する
情 報 提 供

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時15分

子ども未来課（☎44・0322）
※電話（☎61・6288）は24時間対応です

ひ と り 親 自 立 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 子ども未来課（☎44・0323）

建築士による住宅相談
（要予約） 予約により決定㊏・㊐・㊗と年末年始は除く 相談者宅など（予約により決定）

予約先：都市計画建築課（電話可☎44・0331）

弁 護 士 に よ る
消 費 生 活 法 律 8 月25日㊋　午後 1時〜 4時 市役所 1階相談室

※予約は商工企業振興課（☎44・0340）

消 費 生 活 毎週月・木曜日（㊗除く）午後 1時〜 5時 市役所 1階相談室

労 働 8 月19日㊌　午後 1時〜 4時 市役所 1階相談室
※予約は商工企業振興課（☎44・0340）

内 職 毎週火曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

住宅改善（要予約） 8 月13日㊍・27日㊍午前10時〜午後 4時
※虚弱な高齢者と身体障害者が対象

相談者宅
※社会福祉協議会（福祉会館 2階）で予約受付
（☎63・2918）

年 金
毎週火・金曜日（㊗除く）
午前 9時30分〜午後 4時30分
（正午〜午後 1時休憩、　最終受付 4時）

市役所 2階相談室
※�当日先着12人。市保険年金課年金担当で受付。
　年金額、加入期間の確認は不可。

一宮年金事務所による
年 金 出 張 相 談

9 月24日㊍　午前10時〜午後 3時
（正午〜午後 1時休憩） 市保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人

オ ー プ ン 議 長 室
（議会の市政相談）

毎日（㊏・㊐・㊗と議会会期中は除く）
※要予約 市役所 6階会議室議会事務局（☎44・0307）
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●
大
島
博
写
真
展

「
私
の
世
界
遺
産
見
て
歩
る
記
」

〜
（
第
5
回
）
ア
メ
リ
カ
編
〜

　

大
島
博
さ
ん
（
市
老
連
写
真
部

会
員
）
が
訪
れ
た
世
界
各
地
の
世

界
遺
産
の
写
真
展
。
シ
リ
ー
ズ
の

5
回
目
は
ア
メ
リ
カ
編
で
す
。

▼
と
き　

8
月
6
日
㊍
〜
16
日
㊐　

▼
と
こ
ろ　

小
弓
の
庄
展
示
室

（
月
曜
休
館
）　

▼
入
場
料　

無

料　

▼
問
合
せ
先　

小
弓
の
庄

（
☎
68
・
3
7
6
7
）

●
犬
山
地
区
女
性
の
会

　
書
道
部
作
品
展

▼
と
き　

8
月
10
日
㊊
〜
21
日
㊎

（
初
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー　

▼
問
合
せ
先　

玉
置
（
☎
61
・
２

５
０
９
）
※
会
員
募
集
中
！

●
愛
す
る
あ
な
た
へ

〜
語
り
と
ピ
ア
ノ
が
奏
で
る
平
和

へ
の
願
い
v
o
l
．
6
〜

　

平
和
を
願
う
想
い
を
調
べ
に
の

せ
て
、
板
津
さ
ん
が
所
有
す
る
特

攻
隊
員
の
写
真
や
遺
品
を
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
し
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
14
日
㊎
正
午
〜
40

分
程
度　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
1

階
ロ
ビ
ー　

▼
問
合
せ
先　

笑
顔

の
華　

奥
村
（
☎
090
・
１
２
９

０
・
8
7
6
6
）

●
作
品
展
の
お
知
ら
せ

　

身
体
に
障
害
を
も
っ
て
い
る
人

が
ハ
ン
デ
ィ
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら

作
品
を
作
り
ま
し
た
。

▼
と
き　

8
月
22
日
㊏
・
23
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日

は
午
後
3
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

さ
ら
・
さ
く
ら
交
流
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先　

活
動
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
ん
ど
（
☎
61
・
8008



）

※
障
害
者
で
出
店
し
た
い
人
は
8

月
10
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
犬
山
高
校
同
窓
会
総
会
案
内

▼
と
き　

8
月
23
日
㊐
総
会
＝
午

前
11
時
〜　

懇
親
会
＝
正
午
か
ら　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際
観
光
セ
ン

タ
ー
フ
ロ
イ
デ
2
階
研
修
室

▼
会
費　

1
，
000


円　

▼
問

合
せ
先　

犬
山
高
校
同
窓
会
事
務

局　

西
田
（
☎
61
・
0
2
3
6
）

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
と
き　

9
月
6
日
㊐
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
45
分　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館
2
階
講
義
室　

▼
持

ち
物　

参
加
料
1
，
500


円
と

筆
記
用
具　

▼
申
込
み　

は
が
き

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

身
長
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
484

−
00

7
6　

橋
爪
石
畑
7

−
22　

F
A
X
の
場
合
は
62
・

2
7
09
　

N‌

W
健
康
教
室
へ　

▼
問
合
せ
先　

か
み
が
い
と
（
☎

090
・
８
６７４


・
51

7
3
）

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）

受付時間：午前9時〜午後5時（㊏㊐㊗を除く）
■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日 ■休日（夜間）診療

受付時間：午後 5時〜 8時■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

と  き 病・医院名 電　話

8月2日㊐ 岡部医院	 （内田）
松村クリニック	 （上坂）

62・7121
61・1488

8月9日㊐ ハートクリニックさわだ	 （梅坪）
こばやし眼科	 （富士見町）

62・5556
62・7278

8月16日㊐ いたつ内科クリニック	 （本郷）
石原外科	 （橋爪上）

67・6333
62・2855

と  き 病・医院名 電　話

8 月 2 日㊐ 阿部歯科医院� （時迫間） 62・7818

8 月 9 日㊐ 石井歯科室� （前原西） 61・8002

8 月16日㊐ 青木歯科医院
（扶桑・高雄定松） 0587・93・3388

たくろう通信犬
山
市
長

新時代の風 ④

ど
ん
な
制
度
？

　

子
ど
も
医
療
費
制
度
は
、
子
ど

も
が
医
療
機
関
（
整
骨
院
等
を
含

む
）
に
通
院
ま
た
は
入
院
し
た
場

合
や
、
院
外
処
方
箋
に
よ
り
保
険

薬
局
で
薬
を
受
け
取
っ
た
場
合

に
、
保
険
診
療
の
範
囲
内
で
、
医

療
費
の
自
己
負
担
額
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

犬
山
市
の
現
状
は
？

　

犬
山
市
の
現
状
は
、
通
院
に
つ

い
て
小
学
校
3
年
生
ま
で
が
無
料

で
、
小
学
校
4
年
生
か
ら
18
歳
年

度
末
※
ま
で
が
1
割
負
担
。
入
院

に
つ
い
て
は
、
中
学
校
3
年
生
ま

で
が
無
料
で
、
高
校
1
年
生
（
16

歳
）
か
ら
18
歳
年
度
末
※
ま
で
が

1
割
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
受
給
者
は
平
成
27
年
5
月
末
で

1‌

1
，
4
3
1
人
）
こ
れ
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
平
成
26
年

度
決
算
額
で
、
年
間
約
2
億

7
，
000


万
円
（
う
ち
県

費
約
7
，
500


万
円
）
の

経
費
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

県
内
や
全
国
の
状
況
は
？

　

県
内
の
状
況
と
し
て
、
通

院
・
入
院
と
も
に
所
得
制
限

な
し
で
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
54
市
町
村

中
、
43
市
町
村
（
う
ち
3
町
は
18

歳
年
度
末
※
ま
で
無
料
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

全
国
の
状
況
と
し
て
、
通
院
・

入
院
と
も
に
所
得
制
限
な
し
で
中

学
校
卒
業
ま
で
の
無
料
お
よ
び
そ

れ
以
上
の
年
齢
ま
で
無
料
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
1
，
7
4
2
市

区
町
村
中
、
6
6
3
市
区
町
村

（
約
38
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
厚
労

省
調
べ
）

拡
充
へ
！

　

犬
山
市
で
は
、
平
成
28
年
4
月

よ
り
、
通
院
・
入
院
と
も
、
中
学

校
卒
業
ま
で
無
料
と
す
る
よ
う
、

準
備
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
高
校
1
年
生
（
16
歳
）
か
ら

18
歳
年
度
末
※
ま
で
は
、
3
分
の

2
助
成
を
継
続
し
ま
す
。
こ
れ
で

県
内
低
水
準
か
ら
一
気
に
高
水
準

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
よ

り
年
間
約
3
，
800


万
円
の
経

費
が
必
要
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
拡
充
す
る
の
？

　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に
よ

る
主
な
ね
ら
い
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①�

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
し

て
、
定
住
促
進
・
出
生
促
進
に

つ
な
げ
る
。

②�

病
気
へ
の
早
期
対
応
で
重
篤
化

を
防
ぎ
、
健
康
増
進
・
安
心
確

保
に
つ
な
げ
る
。

③�

若
い
世
代
の
定
住
促
進
に
よ

り
、
地
域
経
済
活
性
化
や
、
高

齢
者
対
策
も
含
め
た
自
治
体
運

営
の
安
定
化
に
つ
な
げ
る
。

適
正
受
診
の
お
願
い

　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
が
拡

充
さ
れ
る
こ
と
で
、
緊
急
性
の
な

い
軽
症
患
者
の
受
診
増
加
、
救
急

医
療
へ
の
影
響
、
総
医
療
費
の
増

加
、
市
財
政
運
営
へ
の
影
響
な
ど

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
こ
の
認
識
を
み
な
さ
ん
と
も

共
有
し
、
身
近
な
か
か
り
つ
け
医

と
の
信
頼
関
係
を
強
化
す
る
こ
と

が
、
医
療
機
関
へ
の
適
性
受
診
に

つ
な
が
り
ま
す
。
市
と
し
て
も
そ

の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

※
18
歳
年
度
末
と
は
、
18
歳
に
達

す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
！

県
内
38
市
中
で
最
高
水
準
へ
！

●�国勢調査は、平成27年10月 1 日現在、日本に住んでいるすべての人
と世帯が対象です。

●�平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上
で欠くことのできないデータを得るために実施します。調査結果は、
さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用
政策、生活環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役
立てられます。

●�今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、インター
ネットで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布して調査を行います。インターネット
で回答された世帯には、紙の調査票の配布・回収のための再度の訪問はありません。紙の調
査票は、調査員に直接提出いただくか、郵送でも提出できます。

●�9 月10日から、調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますので、インターネッ
トでの回答をお願いします。

▼問合せ先　秘書企画課（☎44・0311）

スマート国勢調査！
平成27年国勢調査を実施します

犬山市安心情報メール
登録は空メール送信か、QRコード（右）を読込んでください。
t-inuyama-anshin@sg-m.jp  （空メール用送信アドレス）

FMラジオ84.2MHz
愛知北エフエム
避難所開設案内、警報など放送

犬山市ホームページ
市内の気象情報・雨量・河
川水位などを検索

9
月
15
日
号
の
締
め
切
り
は
8
月
6
日
㊎

10
月
1
日
号
の
締
め
切
り
は
8
月
18
日
㊋
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犬山市の人口と世帯
●7月1日現在●
人口� 　74,741人
男　　� 37,177人
女　　� 37,564人
世帯　� 29,925世帯

平成27年8月1日号

　
の
ど
か
な
田
園
風
景

の
中
に
あ
る
青
塚
古

墳
。
周
り
に
大
き
な
建

物
も
な
く
、
そ
の
大
き

さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　
1
8
0
0
年
も
前

に
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も

な
い
時
代
に
、
造
ら
れ

た
こ
と
を
想
像
す
る

と
、
こ
の
地
方
の
古
代

人
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

に
は
た
だ
た
だ
驚
か
さ

れ
ま
す
。

　
芝
生
も
整
備
さ
れ
、

駐
車
場
も
完
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で

社
会
勉
強
を
。（
山
）

272

羽黒の夏祭り

　羽黒コミュニティ推進協議会による夏祭り。
　目玉は「ねぶた」で、毎年、多くの人で
賑わいます。今年は 8月 1日・2日に行われ
ます。      （羽黒コミュニティ推進協議会提供）

�

さっぱりさわやかな夏を!! 和風タコライス

今月の料理は、夏の暑い日にもさっぱりと食べられる「和風タコライス」です！
低カロリーの鶏ももひき肉と、体を冷やす効果がある夏野菜のなすとトマトを使いました。また、
ごはんに大葉、梅干し、ゴマを混ぜて和風に仕上げました。
冷たいほうじ茶によく合います。暑い昼下がりにさっぱりとさわやかな少し変わったタコライス
はいかがでしょうか？

【作り方】
①豆板醤、醤油、オイスターソースを混ぜておく。
②�なす1本はみじん切り、もう一本は小さめの乱切りにしておく。玉ねぎはみじん切り
にし、アボカド、トマトは小さめの乱切りにし、レタスは千切りにしておく。ご飯
に混ぜるための大葉は千切り、梅干しは種を取りたたきにしておく。
③�フライパンにごま油を入れ、ひき肉とみじん切りした玉ねぎとなすを入れて炒め、
ひき肉の色が変わってきたら塩コショウで下味をつけ①の調味料を加えて炒める。
④小さめに乱切りしたなすを少量の油で揚げる。
⑤目玉焼きを作る。
⑥ボウルにご飯、大葉、梅、ゴマを入れて混ぜる。
⑦�お皿にご飯、レタス、ひき肉、目玉焼きをのせ、トマト、アボカド、揚げなすをき
れいに盛り付け、最後に乾燥パセリとハーブ（あれば）で飾りをつける。

QRコード

栄養価（1人分）　
　エネルギー：404Kcal
　食物繊維：2.1g　　ビタミンC：14㎎

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

編
集
後
記

　前髪きりすぎてごめん
ね！お姉ちゃんと仲良く、
元気に育ってね！

板垣　穂
ほのみ

実ちゃん
（もえぎヶ丘）

平成26年 8 月 6 日生まれ

　2人のお兄ちゃんととも
に、元気にたくましく育っ
てね。

井上　朝
あさひ

日ちゃん
（前並）

平成26年 8 月 5 日生まれ

材料( 4 人分)　［具材］米…2合、鶏ももひき肉…200g、玉ねぎ…100g、なす…中サイズ2本、
大葉…10枚、梅干し…大きめ1個、すりゴマ…小さじ2、トマト…中サイズ2個、レタス…中
サイズで1/2玉、アボカド…1個、卵…4個
［調味料］ごま油…大さじ1、豆板醤…小さじ2/3、醤油…大さじ1と2/3、オイスターソース
…大さじ1/2、乾燥パセリ（飾り用）…適量、塩コショウ…少々

名古屋経済大学管理栄養学科
3年　加藤遥・安田記子


